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Ⅰ 調査の概要 

１ 調査の目的 

（仮称）川口市子ども計画の策定の基礎資料として、調査を実施したものです。 

２ 調査対象 

子ども・子育て支援に関するニーズ調査 

市内在住の就学前児童、小学生の保護者 

子どもの生活実態調査 

市内在住の就学前児童、小学生、中学２年生の保護者及び小学５年生、中学２年生本人 

子ども・若者意識調査 

市内の小学校に通う小学５年生、市内の中学校に通う中学２年生、川口市立高等学校に

通う高校２年生、18 歳から 29 歳の市民 

３ 調査期間 

令和５年 12 月から令和６年１月 

４ 調査方法 

郵送配布・郵送回収及びインターネット回答 
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５ 回収状況 

【子ども・子育て支援に関するニーズ調査】 

配布数 有効回答数 有効回答率 

就学前保護者 3,800 通 1,472 通 38.7％ 

小学生保護者 3,800 通 1,553 通 40.9％ 

【子どもの生活実態調査】 

配布数 有効回答数 有効回答率 

小学５年生本人 636 通 219 通 34.4％ 

中学２年生本人 650 通 227 通 34.9％ 

就学前保護者 3,800 通（※１） 1,472 通 38.7％ 

小学生保護者 3,800 通（※１） 1,553 通 40.9％ 

中学生保護者 650 通 261 通 40.2％ 

※１ 対象者は子ども・子育て支援に関するニーズ調査と同じ 

【子ども・若者意識調査】 

配布数 有効回答数 有効回答率 

小学生 4,757 通（※２） 3,543 通 74.5％ 

中学生 4,563 通（※３） 2,866 通 62.8％ 

高校生 446 通（※４） 412 通 92.4％ 

若者 5,000 通 974 通 19.5％ 

※２ 市内の小学校に通う小学５年生全員 

※３ 市内の中学校に通う中学２年生全員 

※４ 川口市立高等学校に通う高校２年生全員 

６ 調査結果の表示方法 

・回答は各質問の回答者数を基数とした百分率（％）で示してあります。また、小数点以下

第２位を四捨五入しているため、内訳の合計が 100.0％にならない場合があります。 

・複数回答が可能な設問の場合、回答者が全体に対してどのくらいの比率であるかという見

方になるため、回答比率の合計が 100.0％を超える場合があります。 
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Ⅱ 調査結果 

子ども・子育て支援に関するニーズ調査 

１ 就学前保護者 

（１）封筒のあて名のお子さんとご家族の状況について 

問８ あて名のお子さんの子育てを主に行っているのはどなたですか。あて名のお子さ

んからみた関係でお答えください。（○は１つ） 

「父母ともに」の割合が 54.7％と最も高く、

次いで「主に母親」の割合が 44.2％となってい

ます。 

平成 30 年度調査と比較すると、「父母ともに」

の割合が増加しています。一方、「主に母親」の

割合が減少しています。 

（２）子どもの育ちをめぐる環境について 

問 13 日頃、あて名のお子さんをみてもらえる親族、知人はいますか。 

（あてはまるものすべてに○） 

「緊急時もしくは用事のときには祖父母など

の親族にみてもらえる」の割合が 56.8％と最も

高く、次いで「だれもいない」の割合が 22.5％、

「日常的に祖父母などの親族にみてもらえる」

の割合が 19.3％となっています。 

平成 30 年度調査と比較すると、「だれもいな

い」の割合が増加しています。一方、「緊急時も

しくは用事のときには子どもをみてもらえる友

人、知人がいる」の割合が減少しています。 

％

父母ともに

主に母親

主に父親

主に祖父母

その他

無回答

54.7

44.2

0.3

0.3

0.0

0.5

47.9

49.9

0.2

0.4

0.2

1.4

0 20 40 60

令和５年度調査

（回答者数 = 1,472）

平成30年度調査

（回答者数 = 2,068）

％

日常的に祖父母などの親
族にみてもらえる

緊急時もしくは用事のと
きには祖父母などの親族
にみてもらえる

日常的に子どもをみても
らえる友人、知人がいる

緊急時もしくは用事のと
きには子どもをみてもら
える友人、知人がいる

だれもいない

無回答

19.3

56.8

2.4

13.2

22.5

0.1

21.4

61.4

4.0

18.4

16.7

0.6

0 10 20 30 40 50 60 70

令和５年度調査

（回答者数 = 1,472）

平成30年度調査

（回答者数 = 2,068）
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問 14 あて名のお子さんの子育てをする上で、気軽に相談できる人や場所はあります

か。（○は１つ） 

「いる／ある」の割合が93.1％、「いない／な

い」の割合が 6.9％となっています。 

平成 30 年度調査と比較すると、大きな変化は

みられません。 

【問 14 で「２．いない／ない」に○を付けた方】 

問 15 今後、あて名のお子さんの子育てに関して困りごとが出てきた場合、どのような

手段で相談したいですか。（あてはまるものすべてに○） 

「いずれの方法でも相談しない」の割合が

31.4％と最も高く、次いで「対面」の割合が

28.4％、「オンライン」の割合が27.5％となって

います。 

％

いる／ある

いない／ない

無回答

93.1

6.9

0.0

94.3

3.2

2.5

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 1,472）

平成30年度調査

（回答者数 = 2,068）

回答者数 = 102 ％

対面

電話

メール

オンライン

自宅などへの訪問支援

その他

いずれの方法でも相談しな
い

無回答

28.4

26.5

26.5

27.5

24.5

2.9

31.4

2.0

0 20 40 60 80 100
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（３）あて名のお子さんの保護者の働く状況について 
【すべての方におうかがいします】 

問 16 あて名のお子さんの保護者の現在の働く状況（自営業、家族従事者含む）をうか

がいます。 

（１）現在の働く状況は以下のどれですか。（それぞれ○は１つ） 

母親 

「フルタイムで働いていて産休、育休、介護

休業中ではない」の割合が 28.7％と最も高く、

次いで「以前は働いていたが、今は働いていな

い」の割合が23.7％、「パ－ト、アルバイトなど

で働いていて産休、育休、介護休業中ではない」

の割合が 18.2％となっています。 

平成 30 年度調査と比較すると、「フルタイム

で働いていて産休、育休、介護休業中ではない」

「フルタイムで働いていて産休、育休、介護休

業中である」の割合が増加しています。一方、

「以前は働いていたが、今は働いていない」の

割合が減少しています。 

問 16 の（１）で「３」または「４」（パ－ト、アルバイトなどで働く）に○を付けた方】 

（７）フルタイムへの転換希望はありますか。（○は１つ。 内に数字でご記入くださ

い。） 

母親 

「パ－ト、アルバイトなどで働き続けること

を希望」の割合が 47.2％と最も高く、次いで

「フルタイムへの転換希望はあるが、実現でき

る見込みはない」の割合が 34.3％となっていま

す。 

平成 30 年度調査と比較すると、「フルタイム

への転換希望はあるが、実現できる見込みはな

い」の割合が増加しています。 

％

フルタイムで働いていて
産休、育休、介護休業中
ではない
フルタイムで働いていて
産休、育休、介護休業中
である
パート、アルバイトなど
で働いていて産休、育
休、介護休業中ではない
パート、アルバイトなど
で働いていて産休、育
休、介護休業中である

以前は働いていたが、今
は働いていない

これまで働いたことがな
い

無回答

28.7

18.0

18.2

2.4

23.7

1.0

8.0

22.3

11.0

18.5

1.6

37.1

1.9

7.5

0 20 40

令和５年度調査

（回答者数 = 1,470）

平成30年度調査

（回答者数 = 2,064）

％

フルタイムへの転換希望
があり、実現できる見込
みがある
フルタイムへの転換希望
はあるが、実現できる見
込みはない

パート、アルバイトなど
で働き続けることを希望

パート、アルバイトなど
をやめて子育てや家事に
専念したい

無回答

9.2

34.3

47.2

4.6

4.6

11.8

26.5

51.8

3.1

6.7

0 20 40 60

令和５年度調査

（回答者数 = 303）

平成30年度調査

（回答者数 = 418）
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％

子育てや家事などに専念
したい（働く予定はな
い）

１年より先、末子が何歳
になったころに働きたい

１年以内に、フルタイム
で働きたい

１年以内に、パートタイ
ム、アルバイトなど
（「フルタイム」以外）
で働きたい

１年以内に、扶養の範囲
内で働きたい

無回答

17.9

43.3

3.9

15.4

13.5

6.1

21.0

46.8

2.9

12.5

13.0

3.7

0 10 20 30 40 50

【問 16 の（１）で「５」または「６」（働いていない）に○を付けた方】 

（８）今後、働く希望はありますか。（○は１つ。） 内に数字でご記入ください。 

①母親 

「１年より先、末子が何歳になったころに働

きたい」の割合が 43.3％と最も高く、次いで

「子育てや家事などに専念したい（働く予定は

ない）」の割合が 17.9％、「１年以内に、パ－ト

タイム、アルバイトなど（「フルタイム」以外）

で働きたい」の割合が 15.4％となっています。 

平成 30 年度調査と比較すると、大きな変化は

みられません。 

（４）あて名のお子さんの平日の定期的な教育、保育事業の利用状況につ

いて 

問 19 あて名のお子さんは現在、幼稚園や保育所などを定期的に利用していますか。

（○は１つ） 

「利用している」の割合が69.1％、「利用して

いない」の割合が 30.9％となっています。 

平成 30 年度調査と比較すると、「利用してい

る」の割合が増加しています。一方、「利用して

いない」の割合が減少しています。 

令和５年度調査

（回答者数 = 363）

平成30年度調査

（回答者数 = 805）

％

利用している

利用していない

無回答

69.1

30.9

0.0

61.3

36.0

2.7

0 10 20 30 40 50 60 70

令和５年度調査

（回答者数 = 1,472）

平成30年度調査

（回答者数 = 2,068）
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【問 19 で「１．利用している」に○を付けた方】 

問 19－１ あて名のお子さんが、年間を通じて平日に利用している幼稚園や保育所など

は何ですか。（あてはまるものすべてに○） 

「認可保育所」の割合が 50.1％と最も高く、

次いで「幼稚園」の割合が 25.4％となっていま

す。 

平成 30 年度調査と比較すると、「認可保育所」

の割合が増加しています。一方、「幼稚園」の割

合が減少しています。 

【問 19 で「２．利用していない」に○を付けた方のうち、あて名のお子さんが０～２歳までの方】 

問 19－８ こども誰でも通園制度（仮称）が実施された場合、利用したいと思います

か。（○は１つ） 

「はい」の割合が68.0％、「いいえ」の割合が

24.5％となっています。 

【問 19－8 で「はい」に○を付けた方】 

問 19－９ こども誰でも通園制度（仮称）を利用する場合、１日（５時間程度）あたり

いくらまで利用料金を支払うことができますか。 

（あなたの考えにいちばん近いもの１つに○） 

「2,500 円程度」の割合が 62.2％と最も高く、

次いで「3,000 円程度」の割合が 24.1％となっ

ています。 

％

幼稚園

幼稚園と預かり保育

認可保育所

認定こども園

小規模保育事業

事業所内保育事業

企業主導型保育事業

家庭保育室

その他の認可外保育施設

ファミリー・サポート・
センター

その他

無回答

25.4

8.6

50.1

5.5

5.3

1.0

1.6

0.0

2.7

0.2

2.2

1.7

37.9

7.2

41.6

0.6

4.2

0.9

0.7

0.6

4.0

0.6

3.1

2.0

0 20 40 60

令和５年度調査

（回答者数 = 1,017）

平成30年度調査

（回答者数 = 1,266）

回答者数 = 440 ％

はい

いいえ

無回答

68.0

24.5

7.5

0 10 20 30 40 50 60 70

回答者数 = 299 ％

2,500 円程度

3,000 円程度

3,500 円程度

4,000 円程度

4,500 円程度

5,000 円以上

無回答

62.2

24.1

5.4

4.0

2.0

2.0

0.3

0 10 20 30 40 50 60 70
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【すべての方におうかがいします】 

問 20－４ ０～２歳のお子さんを自宅で育児する場合に、どのような支援やサービスが

あればよいと思いますか。また、現在、幼稚園や保育所などを利用していない場合

は、どのような支援やサービスが増えればよいと思いますか。 

（あてはまるものすべてに○） 

「子どもを遊ばせる場所が増えたり、内容が

充実すれば」の割合が 75.2％と最も高く、次い

で「一時預かりやファミリ－・サポ－ト・セン

タ－が使いやすくなれば」の割合が60.1％、「ベ

ビ－シッタ－の利用に補助が出れば」の割合が

33.6％となっています。 

平成 30 年度調査と比較すると、「ベビーシッ

ターの利用に補助が出れば」の割合が増加して

います。一方、「生活習慣（オムツ外れ、食事な

ど）を身に付けるサポートの場や講座があれば」

「どのような場合でも幼稚園や保育所を利用し

たい」の割合が減少しています。 

※前回調査では、「ヘルパーから「育児」の援助を受けながら、日頃抱える育児不安や生活の悩みなどを聴いてくれれば」

「ヘルパーから「家事」の援助を受けながら、日頃抱える育児不安や生活の悩みなどを聴いてくれれば」の選択肢はあ

りませんでした。

％

子どもを遊ばせる場所が増
えたり、内容が充実すれば

生活習慣（オムツ外れ、食
事など）を身に付けるサ
ポートの場や講座があれば

悩みを気軽に相談できる場
や子育ての仲間ができる場
があれば

一時預かりやファミリー・
サポート・センターが使い
やすくなれば

ベビーシッターの利用に補
助が出れば

ヘルパーから「育児」の援
助を受けながら、日頃抱え
る育児不安や生活の悩みな
どを聴いてくれれば

ヘルパーから「家事」の援
助を受けながら、日頃抱え
る育児不安や生活の悩みな
どを聴いてくれれば

その他

どのような場合でも幼稚園
や保育所を利用したい

無回答

75.2

31.2

30.7

60.1

33.6

14.4

18.8

3.1

4.3

1.8

75.8

36.4

33.4

59.6

23.3

－

－

4.7

21.3

1.5

0 20 40 60 80

令和５年度調査

（回答者数 = 1,472）

平成30年度調査

（回答者数 = 2,068）
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（５）あて名のお子さんの地域子育て支援拠点事業の利用状況について 
【すべての方におうかがいします】 

問 24 あて名のお子さんは、現在、地域子育て支援拠点事業を利用していますか。おお

よその利用回数（頻度）もご記入ください。 

（あてはまるものすべてに○。 内に数字でご記入ください。） 

「利用していない」の割合が 78.7％と最も高

く、次いで「地域子育て支援拠点事業」の割合

が14.5％、「公民館などで実施している「おやこ

の遊びひろば事業」」の割合が12.7％となってい

ます。 

平成 30 年度調査と比較すると、「利用してい

ない」の割合が増加しています。一方、「地域子

育て支援拠点事業」「公民館などで実施している

「おやこの遊びひろば事業」」の割合が減少して

います。 

問 25 地域子育て支援拠点事業について、今は利用していないが、できれば今後利用し

たい、あるいは、利用日数を増やしたいですか。利用したい回数(頻度)もご記入く

ださい。なお、事業の利用には一定の利用者負担が発生する場合があります。 

（○は１つ。 内に数字でご記入ください。） 

「新たに利用したり、利用日数を増やしたい

とは思わない」の割合が 60.9％と最も高く、次

いで「利用していないが、今後利用したい」の

割合が 26.3％となっています。 

平成 30 年度調査と比較すると、「新たに利用

したり、利用日数を増やしたいとは思わない」

の割合が増加しています。一方、「利用していな

いが、今後利用したい」「すでに利用しているが、

今後利用日数を増やしたい」の割合が減少して

います。 

％

地域子育て支援拠点事業

公民館などで実施してい
る「おやこの遊びひろば
事業」

利用していない

無回答

14.5

12.7

78.7

1.6

23.4

25.0

60.2

2.3

0 20 40 60 80

令和５年度調査

（回答者数 = 1,472）

平成30年度調査

（回答者数 = 744）

％

利用していないが、今後
利用したい

すでに利用しているが、
今後利用日数を増やした
い
新たに利用したり、利用
日数を増やしたいとは思
わない

無回答

26.3

7.5

60.9

5.3

36.2

18.9

42.3

4.6

0 10 20 30 40 50 60 70

令和５年度調査

（回答者数 = 1,472）

平成30年度調査

（回答者数 = 744）
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【問 25 で「１．利用していないが、今後利用したい」か「２．すでに利用しているが、今後利用日数

を増やしたい」に○を付けた方】 

問 25－１ 地域子育て支援拠点事業について、ショッピングモ－ル内などに設置されて

いれば、利用したいと思いますか。（○は１つ） 

「はい」の割合が86.9％、「いいえ」の割合が

9.6％となっています。 

【問 25 で「１．利用していないが、今後利用したい」か「２．すでに利用しているが、今後利用日数

を増やしたい」に○を付けた方】 

問 25－２ 地域子育て支援拠点事業において、高齢者など多様な方々との交流の場があ

れば参加したいと思いますか。（○は１つ） 

「はい」の割合が47.4％、「いいえ」の割合が

47.8％となっています。 

回答者数 = 498 ％

はい

いいえ

無回答

86.9

9.6

3.4

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

回答者数 = 498 ％

はい

いいえ

無回答

47.4

47.8

4.8

0 10 20 30 40 50
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（６）あて名のお子さんが病気のときの対応について 
【平日に定期的に幼稚園や保育所などを利用している方におうかがいします】 

※それ以外の方は、19ペ－ジの問 27 へお進みください。 

問 26 この１年間に、あて名のお子さんが病気やケガで幼稚園や保育所などを休んだこ

とはありますか。（○は１つ） 

「あった」の割合が93.3％、「なかった」の割

合が 4.8％となっています。 

平成 30 年度調査と比較すると、「あった」の

割合が増加しています。一方、「なかった」の割

合が減少しています。 

％

あった

なかった

無回答

93.3

4.8

1.9

86.6

10.3

3.2

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 1,017）

平成30年度調査

（回答者数 = 1,268）
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【問 26 で「１．あった」に○を付けた方】 

問 26－１ あて名のお子さんが病気やケガで幼稚園や保育所などを休んだときの対応方

法はどれですか。（あてはまるものすべてに○。 内に数字でご記入ください。） 

「母親が仕事を休んだ」の割合が 75.1％と最

も高く、次いで「父親が仕事を休んだ」の割合

が39.9％、「母親または父親のうち働いていない

方が子どもをみた」の割合が 22.9％となってい

ます。 

平成 30 年度調査と比較すると、「母親が仕事

を休んだ」「父親が仕事を休んだ」「川口市の病

児・病後児保育室を利用した」の割合が増加し

ています。一方、「母親または父親のうち働いて

いない方が子どもをみた」の割合が減少してい

ます。 

％

母親が仕事を休んだ

父親が仕事を休んだ

親族（同居者を含む）、
知人に子どもをみても
らった

母親または父親のうち働
いていない方が子どもを
みた

川口市の病児・病後児保
育室を利用した

ベビーシッターを利用し
た

川口市の緊急サポートセ
ンターやファミリー・サ
ポート・センター（病気
時を除く）による病児・
病後児の預かりを利用し
た

仕方なく子どもだけにし
た

その他

無回答

75.1

39.9

20.0

22.9

8.5

0.3

0.7

0.4

3.4

0.9

66.2

24.7

17.3

30.1

1.5

0.6

0.6

0.3

1.5

3.2

0 20 40 60 80

令和５年度調査

（回答者数 = 949）

平成30年度調査

（回答者数 = 1,098）
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【問 26－1 で「５．川口市の病児・病後児保育室を利用した」以外に○を付けた方】 

問 26－２ そのとき、「できれば病児・病後児保育室を利用したい」と思いましたか。

（○は１つ。 内に数字でご記入ください。） 

「できれば病児・病後児保育室を利用したか

った」の割合が25.1％、「利用したいとは思わな

かった」の割合が 68.0％となっています。 

平成 30 年度調査と比較すると、「できれば病

児・病後児保育室を利用したかった」の割合が

増加しています。 

【問 26－2 で「２．利用したいとは思わなかった」に○を付けた方】 

問 26－３ あなたが病児・病後児保育室を利用しない理由はなんですか。 

（あてはまるものすべてに○） 

「病児・病後児を他人にみてもらうのは不安」

の割合が 39.7％と最も高く、次いで「親が仕事

を休んで対応する方がよい」の割合が 37.0％、

「利用までの手続きがわずらわしい」の割合が

30.6％となっています。 

平成 30 年度調査と比較すると、「病児・病後

児を他人にみてもらうのは不安」「気軽にみても

らえる人がいる」「そもそも制度を知らなかった」

の割合が減少しています。 

※前回調査では、「利用可能時間・日数などがよくない」「立地が悪いため行きづらい」の選択肢はありませんでした。 

％

できれば病児・病後児保
育室を利用したかった

利用したいとは思わな
かった

無回答

25.1

68.0

6.9

15.7

64.8

19.5

0 10 20 30 40 50 60 70

令和５年度調査

（回答者数 = 938）

平成30年度調査

（回答者数 = 1,060）

％

病児・病後児を他人にみ
てもらうのは不安
気軽にみてもらえる人が
いる

事業の質に不安がある

利用可能時間・日数など
がよくない
立地が悪いため行きづら
い

利用料がかかる、高い

利用方法がわからない

親が仕事を休んで対応す
る方がよい
利用までの手続きがわず
らわしい
定員が埋まっていて断ら
れた

利用できない病気だった

他のサービスで対応する
方がよい
そもそも制度を知らな
かった

その他

無回答

39.7

11.9

4.1

7.5

16.9

24.8

26.8

37.0

30.6

2.7

2.4

0.2

15.7

13.8

0.8

44.8

18.0

5.2

－

－

22.0

31.0

37.4

26.1

0.7

1.7

0.3

21.7

13.4

1.9

0 10 20 30 40 50

令和５年度調査

（回答者数 = 638）

平成30年度調査

（回答者数 = 687）



14 

【問 26－1 で「５．川口市の病児・病後児保育室を利用した」に○を付けた方】  

問 26－４ あなたが病児・病後児保育室を利用されたときに、改善する必要があるとお

感じになられたことはありましたか。（あてはまるものすべてに○） 

「予約の状況確認や手続きの方法」の割合が

49.4％と最も高く、次いで「開室時間」の割合

が 32.1％、「利用料金」の割合が 21.0％となっ

ています。 

回答者数 = 81 ％

予約の状況確認や手続き
の方法

開室時間

利用料金

送迎時間の短縮

医療機関との連携（緊急
時の対応等）

保育室の環境（設備等）

感染症対策

保育・看護の内容

その他

特にない

無回答

49.4

32.1

21.0

7.4

6.2

9.9

8.6

2.5

22.2

19.8

2.5

0 10 20 30 40 50
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（７）あて名のお子さんの不定期の預かりや宿泊を伴う一時預かりなどの 

利用について 
【すべての方におうかがいします】 

問 28 あて名のお子さんについて、保護者の用事などの目的で、お子さんを預けたいで

すか。（１または２のどちらかに○。１に○を付けた方はその理由をア～ケのあては

まるものすべてに○をし、１年間のおおよその、利用したい日数を 内にご記入く

ださい。） 

「利用したい」の割合が61.8％、「利用する必

要はない」の割合が 35.7％となっています。 

平成 30 年度調査と比較すると、大きな変化は

みられません。 

（８）あて名のお子さんが来年度小学校に入学する方について 

問 30 あて名のお子さんが小学校に入ったら、放課後（平日の小学校終了後）の時間を

どのような場所で過ごさせたいですか。あてはまるものを選択し、それぞれ希望す

る週（月）あたり日数をご記入ください。また、「５．放課後児童クラブ」を選択し

た場合には、利用したい時間も 内にご記入ください。 

「習い事（ピアノ教室、サッカ－クラブ、学

習塾など）」の割合が64.5％と最も高く、次いで

「放課後児童クラブ」の割合が63.9％、「自宅」

の割合が 57.9％となっています。 

平成 30 年度調査と比較すると、「祖父母宅や

友人、知人宅」「習い事（ピアノ教室、サッカー

クラブ、学習塾など）」「放課後児童クラブ」「フ

ァミリー・サポート・センター」の割合が増加

しています。 

※前回調査では、「児童センター、こども館」の選択肢はありませんでした。 

％

利用したい

利用する必要はない

無回答

61.8

35.7

2.6

60.3

38.0

1.7

0 10 20 30 40 50 60 70

令和５年度調査

（回答者数 = 1,472）

平成30年度調査

（回答者数 = 2,068）

％

自宅

祖父母宅や友人、知人宅

習い事（ピアノ教室、
サッカークラブ、学習塾
など）

児童センター、こども館

放課後児童クラブ

ファミリー・サポート・
センター

その他（公園、放課後子
供教室など）

無回答

57.9

30.6

64.5

43.2

63.9

21.9

27.3

0.5

53.8

13.9

49.0

－

37.0

1.0

25.5

3.8

0 10 20 30 40 50 60 70

令和５年度調査

（回答者数 = 183）

平成30年度調査

（回答者数 = 208）
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（９）すべての方に、育児休業や短時間勤務制度など職場の両立支援制度

について 
【すべての方におうかがいします】 

問 31 あて名のお子さんが生まれたとき、父母のいずれかもしくは双方が育児休業を取

得しましたか。（それぞれ○は１つ）また、取得していない方はその理由をお選びく

ださい。 

①母親 

「育児休業を取得した」の割合が 58.7％と最

も高く、次いで「働いていなかった」の割合が

18.7％、「働いていなかった（妊娠、出産を機に

退職した）」の割合が 14.5％となっています。 

平成 30 年度調査と比較すると、「育児休業を

取得した」の割合が増加しています。一方、「働

いていなかった（妊娠、出産を機に退職した）」

「働いていなかった」の割合が減少しています。 

②父親 

「取得していない」の割合が 76.0％と最も高

く、次いで「育児休業を取得した」の割合が

17.8％となっています。 

平成 30 年度調査と比較すると、「育児休業を

取得した」の割合が増加しています。一方、「取

得していない」の割合が減少しています。 

％

育児休業を取得した

取得していない

働いていなかった（妊
娠、出産を機に退職し
た）

働いていなかった

無回答

58.7

5.9

14.5

18.7

2.0

38.8

5.4

23.2

29.2

3.3

0 20 40 60

令和５年度調査

（回答者数 = 1,430）

平成30年度調査

（回答者数 = 2,068）

％

育児休業を取得した

取得していない

働いていなかった（妊
娠、出産を機に退職し
た）

働いていなかった

無回答

17.8

76.0

0.5

0.6

5.2

3.9

82.8

0.3

0.7

12.3

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

令和５年度調査

（回答者数 = 1,472）

平成30年度調査

（回答者数 = 2,068）
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（10）川口市の子育て支援について 
※問 33 以降の設問は、あて名のお子さん以外も含めてお答えください。 

問 33 下記の事業で知っているものや、これまでに利用したことがあるもの、今後、利用

したいと思うものをお答えください。（それぞれ、Ａ～Ｃの項目ごとに○は１つ） 

Ａ 知っている 

『17．トワイライトステイ（夜間預かり事業）』『18．ショートステイ（短期入所生活援助事

業）』で「はい」の割合が低くなっています。 

回答者数 = 1,472

１．母親・両親教室、育児教室

２．乳幼児健診、相談事業

３．家庭児童相談室

４．子ども発達相談センター
　「るるる」

５．新生児訪問、こんにちは赤
　　ちゃん訪問

６．教育相談室

７．保育所や幼稚園の園庭など
　　の開放

８．川口市子育てガイドブック

９．かわぐち子育て情報メール

10．ファミリー・サポート・
　　センター

11．緊急サポートセンター

12．児童センター・こども館

13．アドベンチャープレイ
（プレイリーダーのいる公園）

14．赤ちゃんにっこり応援事業

15．訪問型病児・病後児保育
　　利用料助成事業

16．川口市子育て情報サイト
　「ママフレ」

17．トワイライトステイ
（夜間預かり事業）

18．ショートステイ
（短期入所生活援助事業）

79.8

91.8

49.3

23.2

87.1

25.3

66.8

74.4

39.3

60.1

28.0

77.4

30.4

57.6

20.3

21.0

7.8

11.4

17.1

5.4

45.7

72.0

9.9

69.4

28.5

22.0

56.7

35.5

67.3

18.8

65.2

38.5

75.0

74.6

87.6

84.0

3.1

2.8

5.1

4.8

3.1

5.3

4.8

3.6

4.0

4.4

4.8

3.7

4.3

3.9

4.7

4.4

4.6

4.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

はい いいえ 無回答
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【すべての方におうかがいします】 

問 35 あなたは、子育てが楽しいですか。それとも辛いですか。 

（あてはまる番号に○を１つ） 

「５ 楽しい」の割合が 38.0％と最も高く、

次いで「4」の割合が 35.2％、「3」の割合が

16.8％となっています。 

平成 30 年度調査と比較すると、「4」の割合が

減少しています。 

％

１　辛い

2

3

4

５　楽しい

無回答

1.0

5.3

16.8

35.2

38.0

3.7

0.6

3.0

15.2

43.5

33.0

4.7

0 10 20 30 40 50

令和５年度調査

（回答者数 = 1,472）

平成30年度調査

（回答者数 = 2,068）
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問 36 子育てをする中で、どのような支援、対策が有効だと思いますか。 

（○は３つまで） 

「子どもが安心して遊べる公園などの施設を

整備する」の割合が 29.6％と最も高く、次いで

「保育所、放課後児童クラブなど、働きながら

子どもを預ける施設を増やす」の割合が 28.6％、

「子育てしやすい労働環境に向けて企業への啓

発を行う」の割合が 27.9％となっています。 

平成 30 年度調査と比較すると、「子育てに関

する相談体制を充実する」「子育て中の親や子ど

もが気軽に集うことのできる場所、機会を提供

する」「子どもへの虐待防止対策を充実させる」

「働く状況にかかわらず誰でも利用できる、民

間の保育サービスへの支援を行う」「保育所、放

課後児童クラブなど、働きながら子どもを預け

る施設を増やす」「子どもが安心して遊べる公園

などの施設を整備する」「安心して子どもが医療

機関を利用できる体制を整備する」「犯罪や事故

から子どもを守る体制を整備する」の割合が減

少しています。 

※前回調査では、「子育てに関する不安や負担、孤立感に

関する悩みの相談体制を充実する」「子どもの発達や障害に

関する相談体制を充実する」の選択肢はありませんでした。 

令和５年度調査

（回答者数 = 1,472）

平成30年度調査

（回答者数 = 2,068）

％

子育てに関する相談体制
を充実する

ファミリー・サポート・
センターなど、地域住民
による子育て支援を充実
する

子育て中の親や子どもが
気軽に集うことのできる
場所、機会を提供する

妊娠、出産、乳幼児健診
などの母子保健対策を充
実する

質の高い教育を受けられ
る環境を整備する

子育てしやすい労働環境
に向けて企業への啓発を
行う

子どもへの虐待防止対策
を充実させる

働く状況にかかわらず誰
でも利用できる、民間の
保育サービスへの支援を
行う

保育所、放課後児童クラ
ブなど、働きながら子ど
もを預ける施設を増やす

子どもが安心して遊べる
公園などの施設を整備す
る

安心して子どもが医療機
関を利用できる体制を整
備する

子育て世帯の公営住宅へ
の優先入居など、住宅面
での配慮、支援を行う

犯罪や事故から子どもを
守る体制を整備する

子育てに関する不安や負
担、孤立感に関する悩み
の相談体制を充実する

子どもの発達や障害に関
する相談体制を充実する

その他

無回答

9.4

11.5

14.4

13.0

18.1

27.9

3.3

23.2

28.6

29.6

13.2

5.4

20.1

6.8

4.6

5.8

14.5

14.9

14.7

26.3

14.9

19.4

29.6

9.3

31.2

43.1

43.8

18.4

10.1

33.5

－

－

4.1

3.8

0 10 20 30 40 50
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問 37 下記の行動は、「児童虐待」にあたると思いますか。（それぞれ○は１つ） 

『６．子どもがいたずらをしたので、叩いて注意する』で「児童虐待の場合とそうでない場

合がある」の割合が高くなっています。 

問 38 あなたが、児童虐待について知っていることはなんですか。 

（あてはまるものすべてに○） 

「児童虐待を受けたと思われる児童を発見し

た人は、速やかに通告する義務があること」の

割合が 75.6％と最も高く、次いで「通告は匿名

でもできること」の割合が52.7％、「虐待に関す

る相談窓口」の割合が 37.4％となっています。 

平成 30 年度調査と比較すると、「通告は匿名

でもできること」の割合が増加しています。 

％

児童虐待を受けたと思わ
れる児童を発見した人
は、速やかに通告する義
務があること

具体的な通告先

通告は匿名でもできるこ
と

虐待に関する相談窓口

その他

いずれも知らない

無回答

75.6

22.7

52.7

37.4

0.7

11.1

2.2

73.9

20.1

46.3

34.7

0.5

11.4

3.1

0 20 40 60 80

令和５年度調査

（回答者数 = 1,472）

平成30年度調査

（回答者数 = 2,068）

回答者数 = 1,472
１．子どもがしてはいけない行
　　動をとったので、外に長時

間放置する

２．長時間、子どもを大きな声
　　で怒鳴る

３．子どもに季節や身体にあっ
　　た服を準備しない

４．子どもの目の前で配偶者や
　　パートナーとけんかし、相

手に暴言、暴力を振るう
５．子どもが見られるようなと
　　ころに性的なメディアや雑

誌などを置いておく

６．子どもがいたずらをしたの
　　で、叩いて注意する

７．子どもの言動に全く注意や
　　関心を払わない

79.9

70.5

49.8

73.5

72.4

33.5

62.3

16.6

25.5

44.8

20.9

19.7

59.1

32.9

1.0

1.6

2.8

3.1

5.0

4.8

2.4

2.4

2.4

2.6

2.5

2.9

2.6

2.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

どんな場合も児童虐待にあたる

児童虐待の場合とそうでない場合がある

児童虐待にはあたらない

無回答
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問 39 あなたは、市の子どもに関する施策などの情報をどのような方法で受け取ってい

ますか。また、今後どのような方法で受け取りたいですか。 

(あてはまるものすべてに○) 

Ｂ 今後、受け取りたい方法 

「利用している幼稚園、保育所、学校」の割

合が 50.7％と最も高く、次いで「SNS 」の割合

が37.3％、「市の広報やパンフレット」の割合が

36.3％となっています。 

平成 30 年度調査と比較すると、「SNS 」の割

合が増加しています。一方、「市の広報やパンフ

レット」「川口市ホームページ」「川口市子育て

ガイドブック」「地域子育て支援事業（子育てサ

ポートプラザ、子育てひろばポッポ、児童セン

ターなど）」「家族や知人からの情報」の割合が

減少しています。 

％

市の広報やパンフレット

川口市ホームページ

川口市子育てガイドブッ
ク

市役所の窓口

地域子育て支援事業（子
育てサポートプラザ、子
育てひろばポッポ、児童
センターなど）

利用している幼稚園、保
育所、学校

家族や知人からの情報

SNS

その他

無回答

36.3

30.0

15.8

6.0

11.3

50.7

15.1

37.3

1.8

12.8

54.6

35.4

21.8

10.0

18.1

51.8

22.4

20.8

2.6

15.1

0 20 40 60

令和５年度調査

（回答者数 = 1,472）

平成30年度調査

（回答者数 = 2,068）
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２ 小学生保護者 

（１）封筒のあて名のお子さんとご家族の状況について 

問８ あて名のお子さんの子育てを主に行っているのはどなたですか。あて名のお子さ

んからみた関係でお答えください。（○は１つ） 

「父母ともに」の割合が 58.9％と最も高く、

次いで「主に母親」の割合が 39.5％となってい

ます。 

平成 30 年度調査と比較すると、大きな変化は

みられません。 

（２）子どもの育ちをめぐる環境について 

問 13 日頃、あて名のお子さんをみてもらえる親族、知人はいますか。 

（あてはまるものすべてに○） 

「緊急時もしくは用事のときには祖父母など

の親族にみてもらえる」の割合が 53.5％と最も

高く、次いで「緊急時もしくは用事のときには

子どもをみてもらえる友人、知人がいる」の割

合が 25.6％、「だれもいない」の割合が 19.2％

となっています。 

平成 30 年度調査と比較すると、「だれもいな

い」の割合が増加しています。一方、「日常的に

祖父母などの親族にみてもらえる」「緊急時もし

くは用事のときには子どもをみてもらえる友人、

知人がいる」の割合が減少しています。 

問 14 あて名のお子さんの子育てをする上で、気軽に相談できる人や場所はあります

か。（○は１つ） 

「いる／ある」の割合が90.7％、「いない／な

い」の割合が 8.8％となっています。 

平成 30 年度調査と比較すると、大きな変化は

みられません。 

％

父母ともに

主に母親

主に父親

主に祖父母

その他

無回答

58.9

39.5

0.7

0.2

0.2

0.6

55.1

43.0

0.6

0.5

0.1

0.6

0 20 40 60

％

日常的に祖父母などの親
族にみてもらえる

緊急時もしくは用事のと
きには祖父母などの親族
にみてもらえる

日常的に子どもをみても
らえる友人、知人がいる

緊急時もしくは用事のと
きには子どもをみてもら
える友人、知人がいる

だれもいない

無回答

16.5

53.5

3.3

25.6

19.2

0.8

25.3

55.6

6.3

31.4

12.6

0.3

0 20 40 60

％

いる／ある

いない／ない

無回答

90.7

8.8

0.5

90.7

6.1

3.3

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 1,553）

平成30年度調査

（回答者数 = 1,715）

令和５年度調査

（回答者数 = 1,553）

平成30年度調査

（回答者数 = 1,715）

令和５年度調査

（回答者数 = 1,553）

平成30年度調査

（回答者数 = 1,715）
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【問 14 で「２．いない／ない」に○を付けた方】 

問 15 今後、あて名のお子さんの子育てに関して困りごとが出てきた場合、どのような

手段で相談したいですか。（あてはまるものすべてに○） 

「対面」の割合が 37.2％と最も高く、次いで

「電話」の割合が 35.8％、「メール」の割合が

30.7％となっています。 

平成 30 年度調査と比較すると、「電話」「メー

ル」「自宅などへの訪問支援」の割合が増加して

います。 

※前回調査では、「対面」「オンライン」の選択肢はありませんでした。 

（３）あて名のお子さんの保護者の働く状況について 

問 17 あて名のお子さんの保護者の現在の働く状況（自営業、家族従事者含む）をうか

がいます。 

（１） 現在の働く状況は以下のどれですか。（それぞれ○は１つ） 

母親 

「フルタイムで働いていて産休、育休、介護

休業中ではない」の割合が 62.1％と最も高く、

次いで「パート、アルバイトなどで働いていて

産休、育休、介護休業中ではない」の割合が

17.6％となっています。 

平成 30 年度調査と比較すると、「フルタイム

で働いていて産休、育休、介護休業中ではない」

「パート、アルバイトなどで働いていて産休、

育休、介護休業中である」の割合が増加してい

ます。一方、「パート、アルバイトなどで働いて

いて産休、育休、介護休業中ではない」「以前は

働いていたが、今は働いていない」の割合が減

少しています。 

％

対面

電話

メール

オンライン

自宅などへの訪問支援

その他

いずれの方法でも相談し
ない

無回答

37.2

35.8

30.7

28.5

13.1

3.6

28.5

0.7

－

26.9

19.2

－

4.8

1.9

29.8

3.8

0 20 40

％

フルタイムで働いていて
産休、育休、介護休業中
ではない

フルタイムで働いていて
産休、育休、介護休業中
である

パート、アルバイトなど
で働いていて産休、育
休、介護休業中ではない

パート、アルバイトなど
で働いていて産休、育
休、介護休業中である

以前は働いていたが、今
は働いていない

これまで働いたことがな
い

無回答

62.1

2.3

17.6

6.9

7.7

0.5

2.9

23.2

1.6

42.9

0.6

23.7

2.5

5.6

0 10 20 30 40 50 60 70

令和５年度調査

（回答者数 = 1,539）

平成30年度調査

（回答者数 = 1,710）

令和５年度調査

（回答者数 = 137）

平成30年度調査

（回答者数 = 104）
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【問 17 の（１）で「３」または「４」（パート、アルバイトなどで働く）に○を付けた方】 

（７） フルタイムへの転換希望はありますか。 

（○は１つ。 内に数字でご記入ください。） 

母親 

「パート、アルバイトなどで働き続けること

を希望」の割合が 40.1％と最も高く、次いで

「フルタイムへの転換希望はあるが、実現でき

る見込みはない」の割合が 21.5％となっていま

す。 

平成 30 年度調査と比較すると、「フルタイム

への転換希望があり、実現できる見込みがある」

「パート、アルバイトなどで働き続けることを

希望」の割合が減少しています。 

【問 17 の（１）で「５」または「６」（働いていない）に○を付けた方】 

（８）今後、働く希望はありますか。（○は１つ。 内に数字でご記入ください。） 

①母親 

「１年より先、末子が  歳になったころに

働きたい」の割合が 30.7％と最も高く、次いで

「子育てや家事などに専念したい（働く予定は

ない）」の割合が 28.3％、「１年以内に、扶養の

範囲内で働きたい」の割合が 24.4％となってい

ます。 

平成 30 年度調査と比較すると、「１年以内に、

パートタイム、アルバイトなど（「フルタイム」

以外）で働きたい」の割合が減少しています。 

％

フルタイムへの転換希望
があり、実現できる見込
みがある

フルタイムへの転換希望
はあるが、実現できる見
込みはない

パート、アルバイトなど
で働き続けることを希望

パート、アルバイトなど
をやめて子育てや家事に
専念したい

無回答

8.0

21.5

40.1

2.7

27.9

13.2

21.6

56.6

3.1

5.5

0 20 40 60

令和５年度調査

（回答者数 = 377）

平成30年度調査

（回答者数 = 744）

％

子育てや家事などに専念
したい（働く予定はな
い）

１年より先、末子が
歳になったころに働きた
い

１年以内に、フルタイム
で働きたい

１年以内に、パートタイ
ム、アルバイトなど
（「フルタイム」以外）
で働きたい

１年以内に、扶養の範囲
内で働きたい

無回答

28.3

30.7

3.9

9.4

24.4

3.1

26.2

26.0

2.0

19.2

21.9

4.7

0 20 40

令和５年度調査

（回答者数 = 127）

平成30年度調査

（回答者数 = 477）
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（４）あて名のお子さんが病気のときの対応について 

問 20 この１年間に、あて名のお子さんが病気やケガで小学校を休んだことはあります

か。（○は１つ） 

「あった」の割合が87.3％、「なかった」の割

合が 12.0％となっています。 

平成 30 年度調査と比較すると、「あった」の

割合が増加しています。一方、「なかった」の割

合が減少しています。 

％

あった

なかった

無回答

87.3

12.0

0.7

63.3

34.1

2.7

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

令和５年度調査

（回答者数 = 1,553）

平成30年度調査

（回答者数 = 1,715）
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【問 20 で「１．あった」に○を付けた方】 

問 20－１ あて名のお子さんが病気やケガで小学校を休んだときの対応方法はどれです

か。（あてはまるものすべてに○。 内に数字でご記入ください。） 

「母親が仕事を休んだ」の割合が 64.9％と最

も高く、次いで「母親または父親のうち働いて

いない方が子どもをみた」の割合が24.5％、「父

親が仕事を休んだ」の割合が 21.0％となってい

ます。 

平成 30 年度調査と比較すると、「母親が仕事

を休んだ」「父親が仕事を休んだ」の割合が増加

しています。一方、「母親または父親のうち働い

ていない方が子どもをみた」の割合が減少して

います。 

％

母親が仕事を休んだ

父親が仕事を休んだ

親族（同居者を含む）、
知人に子どもをみても
らった

母親または父親のうち働
いていない方が子どもを
みた

川口市の病児・病後児保
育室を利用した

ベビーシッターを利用し
た

川口市の緊急サポートセ
ンターやファミリー・サ
ポート・センター（病気
時を除く）による病児・
病後児の預かりを利用し
た

仕方なく子どもだけにし
た

その他

無回答

64.9

21.0

12.6

24.5

0.4

0.0

0.1

7.7

7.0

1.4

58.1

10.6

16.8

29.6

0.4

0.1

0.2

8.4

3.1

2.9

0 10 20 30 40 50 60 70

令和５年度調査

（回答者数 = 1,355）

平成30年度調査

（回答者数 = 1,085）
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【問 20－１で「５．川口市の病児・病後児保育室を利用した」以外に○を付けた方】 

問 20－２ そのとき、「できれば病児・病後児保育室を利用したい」と思いましたか。

（○は１つ。 内に数字でご記入ください。） 

「できれば病児・病後児保育室を利用したか

った」の割合が 5.5％、「利用したいとは思わな

かった」の割合が 81.3％となっています。 

平成 30 年度調査と比較すると、「利用したい

とは思わなかった」の割合が増加しています。 

【問 20－２で「２．利用したいとは思わなかった」に○を付けた方】 

問 20－３ あなたが病児・病後児保育室を利用しない理由はなんですか。 

（あてはまるものすべてに○） 

「親が仕事を休んで対応する方がよい」の割

合が 39.0％と最も高く、次いで「病児・病後児

を他人にみてもらうのは不安」の割合が 27.7％、

「利用方法がわからない」の割合が 27.3％とな

っています。 

平成 30 年度調査と比較すると、「気軽にみて

もらえる人がいる」の割合が減少しています。 

※前回調査では、「利用可能時間・日数がよくない」「立地が悪いため行きづらい」の選択肢はありませんでした。 

％

できれば病児・病後児保
育室を利用したかった

利用したいとは思わな
かった

無回答

5.5

81.3

13.2

3.3

73.3

23.4

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

令和５年度調査

（回答者数 = 1,335）

平成30年度調査

（回答者数 = 1,053）

％

病児・病後児を他人にみ
てもらうのは不安

気軽にみてもらえる人が
いる

事業の質に不安がある

利用可能時間・日数がよ
くない

立地が悪いため行きづら
い

利用料がかかる、高い

利用方法がわからない

親が仕事を休んで対応す
る方がよい

利用までの手続きがわず
らわしい

定員が埋まっていて断ら
れた

利用できない病気だった

他のサービスで対応する
方がよい

そもそも制度を知らな
かった

その他

無回答

27.7

12.2

3.1

4.7

13.3

23.8

27.3

39.0

24.3

0.6

3.0

0.1

21.4

12.4

1.1

28.4

20.7

3.4

－

－

19.0

30.4

34.7

23.6

0.5

1.0

0.1

25.4

15.5

2.2

0 20 40

令和５年度調査

（回答者数 = 1,086）

平成30年度調査

（回答者数 = 772）
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（５）あて名のお子さんの一時預かりなどの利用について 
【すべての方におうかがいします】 

問 22 あて名のお子さんについて、保護者の用事などの目的で、お子さんを預けたいで

すか。 

（１または２のどちらかに○。１に○を付けた方はその理由をア～ケのあてはまる

ものすべてに○をし、１年間のおおよその、利用したい日数を 内にご記入くださ

い。） 

「利用したい」の割合が23.1％、「利用する必

要はない」の割合が 75.3％となっています。 

平成 30 年度調査と比較すると、大きな変化は

みられません。 

（６）あて名のお子さんの放課後の過ごし方について 

問 24 あて名のお子さんが放課後を過ごす場所を選ぶときに、どのような点を重視しま

すか。（○は３つまで） 

「安全性」の割合が 78.3％と最も高く、次い

で「自宅や学校からの近さ」の割合が 63.1％、

「利用料金」の割合が 24.2％となっています。 

回答者数 = 1,553 ％

安全性

自宅や学校からの近さ

利用料金

遊びの支援など活動の内
容

職員体制（人数、経験）

施設の清潔さ

学習できる環境

スポーツができる環境

校庭など外での遊びや運
動

行事の充実

地域との交流

親の負担度（親が関わる
程度）
預かってくれる時間の長
さ

その他

無回答

78.3

63.1

24.2

9.1

10.6

5.7

10.2

9.1

20.8

0.6

0.6

11.8

5.0

0.8

8.7

0 20 40 60 80

％

利用したい

利用する必要はない

無回答

23.1

75.3

1.5

23.4

74.2

2.3

0 20 40 60 80

令和５年度調査

（回答者数 = 1,553）

平成30年度調査

（回答者数 = 1,715）
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【あて名のお子さんが１～３年生の方におうかがいします】 

問 25 あて名のお子さんについて、小学校低学年（１～３年生）の時は、放課後（平日

の小学校終了後）の時間をどのような場所で過ごさせたいですか。あてはまるもの

を選択し、それぞれ希望する週（月）あたり日数をご記入ください。また、「５．放

課後児童クラブ」を選択した場合には、利用したい時間も 内にご記入ください。 

「自宅」の割合が 55.2％と最も高く、次いで

「習い事（ピアノ教室、サッカークラブ、学習

塾など）」の割合が 47.3％、「放課後児童クラブ」

の割合が 38.6％となっています。 

平成 30 年度調査と比較すると、「習い事（ピ

アノ教室、サッカークラブ、学習塾など）」の割

合が減少しています。 

※前回調査では、「児童センター、こども館」の選択肢はありませんでした。 

希望する週あたり利用日数 

１．自宅 

「５日」の割合が 21.4％と最も高く、次いで

「２日」の割合が 20.7％、「３日」の割合が

20.2％となっています。 

平成 30 年度調査と比較すると、「２日」の割

合が減少しています。 

％

自宅

祖父母宅や友人、知人宅

習い事（ピアノ教室、
サッカークラブ、学習塾
など）

児童センター、こども館

放課後児童クラブ

ファミリー・サポート・
センター

その他

無回答

55.2

10.6

47.3

5.8

38.6

0.8

36.7

2.7

50.8

10.4

59.6

－

34.4

0.2

33.9

3.5

0 20 40 60

令和５年度調査

（回答者数 = 754）

平成30年度調査

（回答者数 = 847）

％

１日

２日

３日

４日

５日

無回答

13.5

20.7

20.2

10.8

21.4

13.5

16.5

30.0

22.8

6.0

18.1

6.5

0 10 20 30

令和５年度調査

（回答者数 = 416）

平成30年度調査

（回答者数 = 430）
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【すべての方におうかがいします】 

問 26 あて名のお子さんについて、小学校高学年（４～６年生）の時は、放課後（平日

の小学校終了後）の時間をどのような場所で過ごさせたいですか。あてはまるもの

全てを選択し、それぞれ希望する週（月）あたり日数をご記入ください。また、

「５．放課後児童クラブ」を選択した場合には、利用したい時間も 内にご記入く

ださい。 

「自宅」の割合が 74.3％と最も高く、次いで

「習い事（ピアノ教室、サッカークラブ、学習

塾など）」の割合が 61.9％、「祖父母宅や友人、

知人宅」の割合が 13.3％となっています。 

平成 30 年度調査と比較すると、「自宅」の割

合が増加しています。 

※前回調査では、「児童センター、こども館」の選択肢はありませんでした。 

問 28 あて名のお子さんは、現在、放課後児童クラブを利用していますか。 

（○は１つ） 

「利用していない」の割合が 77.8％と最も高

く、次いで「公立の放課後児童クラブを利用し

ている」の割合が 17.3％となっています。 

平成 30 年度調査と比較すると、大きな変化は

みられません。 

％

自宅

祖父母宅や友人、知人宅

習い事（ピアノ教室、
サッカークラブ、学習塾
など）

児童センター、こども館

放課後児童クラブ

ファミリー・サポート・
センター

その他

無回答

74.3

13.3

61.9

8.4

10.5

0.8

41.7

1.2

57.7

11.3

60.6

－

12.7

0.4

35.7

12.5

0 20 40 60 80

令和５年度調査

（回答者数 = 762）

平成30年度調査

（回答者数 = 1,715）

％

公立の放課後児童クラブ
を利用している

民間の放課後児童クラブ
を利用している

利用していない

無回答

17.3

2.7

77.8

2.2

18.9

2.0

74.5

4.6

0 20 40 60 80

令和５年度調査

（回答者数 = 1,553）

平成30年度調査

（回答者数 = 1,507）
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【問 28 で「１」または「２」（利用している）に○を付けた方】 

問 28－２ 利用した満足度はいかがですか。（○は１つ） 

「まあまあ満足」の割合が 46.0％と最も高く、

次いで「満足」の割合が36.7％、「やや不満」の

割合が 14.1％となっています。 

平成 30 年度調査と比較すると、「まあまあ満

足」の割合が増加しています。 

【問 25 または問 26 で「５.放課後児童クラブ」に○を付けた方】 

問 29 あて名のお子さんについて、放課後児童クラブを何年生まで利用したいですか。 

「６年生」の割合が 28.8％と最も高く、次い

で「４年生」の割合が25.6％、「３年生」の割合

が 18.3％となっています。 

回答者数 = 371 ％

１年生

２年生

３年生

４年生

５年生

６年生

無回答

0.5

2.7

18.3

25.6

11.3

28.8

12.7

0 10 20 30

令和５年度調査

（回答者数 = 311）

平成30年度調査

（回答者数 = 315）

％

満足

まあまあ満足

やや不満

不満

無回答

36.7

46.0

14.1

2.9

0.3

36.2

38.1

18.1

4.8

2.9

0 10 20 30 40 50
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（７）学校生活について 
【すべての方におうかがいします】 

問 32 あて名のお子さんが小学校に入学した時に心配だったことについて、その程度を

お答えください。（それぞれ○は１つ） 

『８．子どもが留守番できるか、留守中の安全、防犯』で「とても心配」の割合が高くなっ

ています。一方、『11．ファミリー・サポート・センターなど放課後、子どもを世話してくれる

人がみつかるか』で「全く心配ではない」の割合が高くなっています。 

回答者数 = 1,553

１．通学の安全

２．新しい生活にスムーズに
　　移行できるか

３．小学校で友だちができるか

４．授業についていけるか

５．小学校で身の回りのことが
　　自分でできるか

６．家庭内でどのような学習を
　　させたらよいか

７．どのような習いごとを
　　させたらよいか

８．子どもが留守番できるか、
　　留守中の安全、防犯

９．子どもの放課後の居場所

10．子どもの夏休みなど長期
　　休暇中の居場所

11．ファミリー・サポート・セ
　　ンターなど放課後、子ども
　　を世話してくれる人がみつ
　　かるか

26.0

27.1

22.2

21.2

15.9

13.5

4.8

33.6

19.3

19.7

6.2

39.5

45.3

36.5

35.1

33.0

33.1

21.2

33.2

28.1

27.8

12.3

26.8

20.9

30.3

31.5

36.2

39.0

48.0

19.1

33.2

31.7

31.4

6.2

5.5

10.1

10.9

13.8

13.1

21.5

9.2

16.0

17.6

35.7

0.5

0.4

0.4

0.6

0.4

0.6

3.4

4.2

2.7

2.8

13.8

1.0

0.8

0.5

0.7

0.7

0.8

1.1

0.7

0.7

0.5

0.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

とても心配 まあ心配 あまり心配ではない

全く心配ではない どちらでもない 無回答
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（８）川口市の子育て支援について 
※問 34 以降の設問は、あて名のお子さん以外も含めてお答えください。 

問 34 下記の事業で知っているものや、これまでに利用したことがあるもの、今後、利

用したいと思うものをお答えください。（それぞれ、Ａ～Ｃの項目ごとに○は１つ） 

Ａ 認知度 

『２．乳幼児健診、相談事業』で「はい」の割合が高くなっています。一方、『17．トワイラ

イトステイ（夜間預かり事業）』で「いいえ」の割合が高くなっています。 

はい いいえ 無回答

回答者数 = 1,553

１．母親・両親教室、育児教室

２．乳幼児健診、相談事業

３．家庭児童相談室

４．子ども発達相談センター
　　「るるる」

５．新生児訪問、こんにちは
　　赤ちゃん訪問

６．教育相談室

７．保育所や幼稚園の園庭など
　　の開放

８．川口市子育てガイドブック

９．かわぐち子育て情報メール

10．ファミリー・サポート・
　　センター

11．緊急サポートセンター

12．児童センター・こども館

13．アドベンチャープレイ（プ
　　レイリーダーのいる公園）

14．赤ちゃんにっこり応援事業

15．訪問型病児・病後児保育
　　利用料助成事業

16．川口市子育て情報サイト
　　「ママフレ」

17．トワイライトステイ（夜間
　　預かり事業）

18．ショートステイ（短期入所
　　生活援助事業）

76.5

88.4

54.7

26.2

78.2

53.5

68.1

68.4

39.7

65.1

30.7

80.6

45.5

21.8

17.8

11.1

7.8

10.9

21.6

9.6

42.4

71.0

19.7

43.5

29.4

29.2

58.0

32.2

66.3

16.9

51.5

75.3

79.4

86.1

89.4

86.2

1.9

2.0

2.8

2.8

2.1

3.0

2.6

2.4

2.4

2.7

3.0

2.5

3.0

2.9

2.8

2.8

2.8

2.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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【すべての方におうかがいします】 

問 36 あなたは、子育てが楽しいですか。それとも辛いですか。 

（あてはまる番号に○を１つ） 

「４」の割合が 38.8％と最も高く、次いで

「５ 楽しい」の割合が29.7％、「３」の割合が

22.9％となっています。 

平成 30 年度調査と比較すると、大きな変化は

みられません。 

％

１　辛い

2

3

4

５　楽しい

無回答

1.7

4.6

22.9

38.8

29.7

2.3

0.7

5.0

21.7

40.5

28.9

3.2

0 10 20 30 40 50

令和５年度調査

（回答者数 = 1,553）

平成30年度調査

（回答者数 = 1,715）
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問 37 子育てをする中で、どのような支援、対策が有効だと思いますか。 

（○は３つまで） 

「子どもが安心して遊べる公園などの施設を

整備する」の割合が 38.6％と最も高く、次いで

「犯罪や事故から子どもを守る体制を整備する」

の割合が30.4％、「子育てしやすい労働環境に向

けて企業への啓発を行う」の割合が 26.7％とな

っています。 

平成 30 年度調査と比較すると、「子育て中の

親や子どもが気軽に集うことのできる場所、機

会を提供する」「子どもが安心して遊べる公園な

どの施設を整備する」「犯罪や事故から子どもを

守る体制を整備する」の割合が減少しています。 

※前回調査では、「子育てに関する不安や負担、孤立感に関する悩みの相談体制を充実する」「子どもの発達や障害に関

する相談体制を充実する」の選択肢はありませんでした。

％

子育てに関する相談体制
を充実する

ファミリー・サポート・
センターなど、地域住民
による子育て支援を充実
する

子育て中の親や子どもが
気軽に集うことのできる
場所、機会を提供する

妊娠、出産、乳幼児健診
などの母子保健対策を充
実する

質の高い教育を受けられ
る環境を整備する

子育てしやすい労働環境
に向けて企業への啓発を
行う

子どもへの虐待防止対策
を充実させる

働く状況にかかわらず誰
でも利用できる、民間の
保育サービスへの支援を
行う

保育所、放課後児童クラ
ブなど、働きながら子ど
もを預ける施設を増やす

子どもが安心して遊べる
公園などの施設を整備す
る

安心して子どもが医療機
関を利用できる体制を整
備する

子育て世帯の公営住宅へ
の優先入居など、住宅面
での配慮、支援を行う

犯罪や事故から子どもを
守る体制を整備する

子育てに関する不安や負
担、孤立感に関する悩み
の相談体制を充実する

子どもの発達や障害に関
する相談体制を充実する

その他

無回答

11.7

7.8

14.2

5.8

26.6

26.7

5.7

18.5

17.8

38.6

17.0

4.7

30.4

9.7

8.7

5.5

9.6

12.7

8.2

19.7

8.0

26.0

26.1

8.5

21.4

21.3

53.1

18.0

5.4

49.2

－

－

4.0

5.0

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 1,553）

平成30年度調査

（回答者数 = 1,715）
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問 38 下記の行動は、「児童虐待」にあたると思いますか。（それぞれ○は１つ） 

『１．子どもがしてはいけない行動をとったので、外に長時間放置する』で「どんな場合も

児童虐待にあたる」の割合が、『６．子どもがいたずらをしたので、叩いて注意する』で「児童

虐待の場合とそうでない場合がある」の割合が高くなっています。 

問 39 あなたが、児童虐待について知っていることは何ですか。 

（あてはまるものすべてに○） 

「児童虐待を受けたと思われる児童を発見し

た人は、速やかに通告する義務があること」の

割合が 76.4％と最も高く、次いで「通告は匿名

でもできること」の割合が56.0％、「虐待に関す

る相談窓口」の割合が 37.5％となっています。 

平成 30 年度調査と比較すると、「通告は匿名

でもできること」の割合が増加しています。 

回答者数 = 1,553

１．子どもがしてはいけない
　　行動をとったので、外に
　　長時間放置する

２．長時間、子どもを大きな声
　　で怒鳴る

３．子どもに季節や身体にあっ
　　た服を準備しない

４．子どもの目の前で配偶者や
　　パートナーとけんかし、
　　相手に暴言、暴力を振るう

５．子どもが見られるような
　　ところに性的なメディアや
　　雑誌などを置いておく

６．子どもがいたずらをした
　　ので、叩いて注意する

７．子どもの言動に全く注意や
　　関心を払わない

74.1

63.4

45.9

71.2

69.6

30.3

63.2

21.9

32.6

47.9

23.1

22.8

63.2

31.9

1.9

1.7

3.5

3.3

4.8

4.1

2.4

2.2

2.3

2.7

2.3

2.8

2.3

2.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

どんな場合も児童虐待にあたる 児童虐待の場合とそうでない場合がある

児童虐待にはあたらない 無回答

児童虐待を受けたと思わ
れる児童を発見したは、
速やかに通告する義務が
あること

具体的な通告先

通告は匿名でもできるこ
と

虐待に関する相談窓口

その他

いずれも知らない

無回答

76.4

22.9

56.0

37.5

0.4

10.1

1.7

73.4

19.1

43.7

36.7

0.4

12.6

1.6

0 20 40 60 80

令和５年度調査

（回答者数 = 1,553）

平成30年度調査

（回答者数 = 1,715）
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問 40 あなたは、市の子どもに関する施策などの情報をどのような方法で受け取ってい

ますか。また、今後どのような方法で受け取りたいですか。 

(あてはまるものすべてに○) 

Ｂ 今後、受け取りたい方法 

「利用している幼稚園、保育所、学校」の割

合が 50.0％と最も高く、次いで「市の広報やパ

ンフレット」の割合が 43.5％、「SNS 」の割合が

31.9％となっています。 

平成 30 年度調査と比較すると、「SNS 」の割

合が増加しています。一方、「市の広報やパンフ

レット」「利用している幼稚園、保育所、学校」

「家族や知人からの情報」の割合が減少してい

ます。 

％

市の広報やパンフレット

川口市ホームページ

川口市子育てガイドブッ
ク

市役所の窓口

地域子育て支援事業（子
育てサポートプラザ、子
育てひろばポッポ  、児
童センターなど）

利用している幼稚園、保
育所、学校

家族や知人からの情報

SNS

その他

無回答

43.5

27.6

10.2

4.5

5.2

50.0

15.6

31.9

1.9

14.1

58.7

32.2

12.9

6.5

6.8

55.9

21.0

13.7

2.3

13.8

0 20 40 60

令和５年度調査

（回答者数 = 1,553）

平成30年度調査

（回答者数 = 1,715）
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子どもの生活実態調査 

３ 小学５年生本人 

（１）学校以外でのふだんの生活の状況について 

問２ あなたは、以下のような場所があれば使ってみたいと思いますか。それぞれにつ

いて、〇をひとつつけてください。 

『②（家以外で）休日にいることができる場所』で「使ってみたい」の割合が高くなってい

ます。 

（２）学校のことや勉強のことについて 

問３ あなたは、学校の授業がわからないことがありますか。（〇はひとつだけ） 

「だいたいわかる」の割合が 59.4％と最も高

く、次いで「いつもわかる」の割合が 26.9％と

なっています。 

平成 30 年度調査と比較すると、「あまりわか

らない」の割合が減少しています。 

％

いつもわかる

だいたいわかる

あまりわからない

ほとんどわからない

わからないことが多い

無回答

26.9

59.4

4.6

4.1

0.9

4.1

22.0

59.0

11.0

5.0

1.0

3.0

0 20 40 60

令和５年度調査

（回答者数 = 219）

平成30年度調査

（回答者数 = 1,579）

回答者数 = 219

①（家以外で）平日の放課後に
  夜までいることができる場所

②（家以外で）休日にいること
  ができる場所

③家の人がいない時、夕ご飯をみ
　んなで食べることができる場所

④（学校以外で）勉強を無料でみ
　てくれる場所

⑤（学校以外で）勉強、進学、
　家族のことなど、なんでも
　相談できる場所

18.3

31.1

26.5

27.9

26.5

31.5

28.8

22.8

28.8

31.1

15.1

9.1

14.6

14.6

8.7

32.0

27.4

32.9

25.6

30.6

3.2

3.7

3.2

3.2

3.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

使ってみたい 興味がある 使いたくない

使う必要はない 無回答
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（３）あなたの健康状況について 

問６ あなたはいつ歯みがきをしますか。（〇はひとつだけ） 

「朝・昼・夜にみがく」の割合が 75.8％と最

も高く、次いで「夜だけみがく」の割合が

20.5％となっています。 

平成 30 年度調査と比較すると、「夜だけみが

く」の割合が増加しています。一方、「朝・昼・

夜にみがく」の割合が減少しています。 

（４）あなたがふだん考えていることについて 

問９ あなたは、以下の①から⑦のことについて、どのように思いますか。それぞれに

ついて、〇をひとつつけてください。 

『⑦ひとりでいることがさびしいと思う』で「思わない」の割合が高くなっています。 

％

朝・昼・夜にみがく

朝だけみがく

昼だけみがく

夜だけみがく

みがかない

無回答

75.8

0.9

1.4

20.5

0.9

0.5

82.0

2.0

2.0

10.0

1.0

4.0

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

令和５年度調査

（回答者数 = 219）

平成30年度調査

（回答者数 = 1,579）

とても思う 少しは思う 思わない 無回答

回答者数 = 219

①がんばればよいことがあると
　思う

②自分には自信があると思う

③家で過ごすのは安心できると
　思う

④自分は家族に愛されていると
　思う

⑤自分は人のために役立ってい
　ると思う

⑥不安を感じることがある

⑦ひとりでいることがさびしい
　と思う

70.3

37.9

83.6

73.1

40.2

21.9

31.5

26.0

46.6

14.6

24.7

50.7

51.1

36.1

2.3

13.7

1.4

0.9

6.8

26.0

31.5

1.4

1.8

0.5

1.4

2.3

0.9

0.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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４ 中学２年生本人 

（１）学校以外でのふだんの生活の状況について 

問２ あなたは、以下のような場所があれば使ってみたいと思いますか。それぞれにつ

いて、○をひとつつけてください。 

『③家の人がいない時、夕ご飯をみんなで食べることができる場所』で「使う必要はない」

の割合が、『④（学校以外で）勉強を無料でみてくれる場所』で「使ってみたい」の割合が高く

なっています。また、『⑤（学校以外で）勉強、進学、家族のことなど、なんでも相談できる場

所』で「興味がある」の割合が高くなっています。 

（２）学校のことや勉強のことについて 

問３ あなたは、学校の授業がわからないことがありますか。（○はひとつだけ） 

「だいたいわかる」の割合が 59.5％と最も高

く、次いで「わからないことが多い」の割合が

12.8％、「いつもわかる」、「あまりわからない」

の割合が 11.0％となっています。 

平成 30 年度調査と比較すると、大きな変化は

みられません。 

使ってみたい 興味がある 使いたくない 使う必要はない 無回答

令和５年度調査

（回答者数 = 227）

平成30年度調査

（回答者数 = 800）

回答者数 = 227

①（家以外で）平日の放課後に
　夜までいることができる場所

②（家以外で）休日にいること
　ができる場所

③家の人がいない時、夕ご飯を
　みんなで食べることができる
　場所

④（学校以外で）勉強を無料で
　みてくれる場所

⑤（学校以外で）勉強、進学、
　家族のことなど、なんでも相
　談できる場所

16.3

24.7

14.5

26.4

17.2

33.0

31.3

24.7

35.7

36.6

7.9

7.5

14.1

10.1

11.5

41.0

34.8

44.9

25.6

33.0

1.8

1.8

1.8

2.2

1.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

％

いつもわかる

だいたいわかる

あまりわからない

わからないことが多い

ほとんどわからない

無回答

11.0

59.5

11.0

12.8

3.5

2.2

8.8

59.0

14.9

12.3

4.0

1.1

0 20 40 60
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（３）あなたの健康状況について 

問６ あなたはいつ歯みがきをしますか。（○はひとつだけ） 

「朝・昼・夜にみがく」の割合が 77.1％と最

も高く、次いで「夜だけみがく」の割合が

16.3％となっています。 

平成 30 年度調査と比較すると、大きな変化は

みられません。 

（４）あなたがふだん考えていることについて 

問９ あなたは、以下の①から⑦のことについて、どのように思いますか。それぞれに

ついて、〇をひとつつけてください。 

『③家で過ごすのは安心できると思う』で「とても思う」の割合が、『⑤自分は人のために役

立っていると思う』で「少しは思う」の割合が高くなっています。また、『⑦ひとりでいること

がさびしいと思う』で「思わない」の割合が高くなっています。 

％

朝・昼・夜にみがく

朝だけみがく

昼だけみがく

夜だけみがく

みがかない

無回答

77.1

3.1

0.0

16.3

0.9

2.6

76.6

6.3

0.8

11.8

0.9

3.8

0 20 40 60 80

令和５年度調査

（回答者数 = 227）

平成30年度調査

（回答者数 = 800）

回答者数 = 227

①がんばればよいことがあると
　思う

②自分には自信があると思う

③家で過ごすのは安心できると
　思う

④自分は家族に愛されていると
　思う

⑤自分は人のために役立ってい
　ると思う

⑥不安を感じることがある

⑦ひとりでいることがさびしい
　と思う

56.4

26.4

75.8

68.7

30.0

31.3

16.3

39.2

45.4

20.7

28.6

49.3

48.5

41.0

4.0

27.8

2.6

2.2

20.3

19.8

42.3

0.4

0.4

0.9

0.4

0.4

0.4

0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

とても思う 少しは思う 思わない 無回答
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５ 中学生保護者 

（１）封筒のあて名のお子さんとご家族の状況について 

問３ あて名のお子さんのきょうだいは、何人いますか。２人以上のお子さんがいる場

合は、末子の方の生年月をご記入ください。（内に数字でご記入ください。） 

きょうだい数 

「２人」の割合が 49.4％と最も高く、次いで

「１人」の割合が 26.4％、「３人」の割合が

18.4％となっています。 

問５ この調査票にご回答いただく方はどなたですか。あて名のお子さんからみた関係

でお答えください。（〇は１つ） 

「母親」の割合が 83.5％、「父親」の割合が

12.3％となっています。 

平成 30 年度調査と比較すると、「父親」の割

合が増加しています。一方、「母親」の割合が減

少しています。 

問６ この調査票にご回答いただいている方の配偶者、パートナーの有無についてお答

えください。（〇は１つ） 

「配偶者（パートナー）がいる」の割合が

91.6％、「配偶者（パートナー）はいない」の割

合が 7.6％となっています。 

％

母親

父親

その他

無回答

83.5

12.3

0.8

3.4

91.4

6.6

0.1

1.1

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 261）

平成30年度調査

（回答者数 = 800）

回答者数 = 261 ％

１人

２人

３人

４人

５人以上

無回答

26.4

49.4

18.4

2.3

0.4

3.1

0 10 20 30 40 50

回答者数 = 250 ％

配偶者（パートナー）がい
る

配偶者（パートナー）はい
ない

無回答

91.6

7.6

0.8

0 20 40 60 80 100
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問 11 あなたのご家庭では、過去１年間の間に、お金が足りなくて、家族が必要とする

食料または衣類が買えないことがありましたか。（〇は１つ） 

「なかった」の割合が 81.2％と最も高く、次

いで「ときどきあった」の割合が 15.3％となっ

ています。 

平成 30 年度調査と比較すると、大きな変化は

みられません。 

（２）子どもの育ちをめぐる環境について 

問 14 あて名のお子さんの子育てをする上で、気軽に相談できる人や場所はあります

か。（〇は１つ） 

「いる／ある」の割合が91.6％、「いない／な

い」の割合が 8.4％となっています。 

【問 14 で「２．いない／ない」に○を付けた方】 

問 15 今後、あて名のお子さんの子育てに関して困りごとが出てきた場合、どのような

形で相談したいですか。（あてはまるものすべてに〇） 

「電話」の割合が 45.5％と最も高く、次いで

「対面」の割合が 36.4％、「メール」の割合が

31.8％となっています。 

回答者数 = 261 ％

いる／ある

いない／ない

無回答

91.6

8.4

0.0

0 20 40 60 80 100

％

よくあった

ときどきあった

なかった

無回答

3.4

15.3

81.2

0.0

3.5

11.6

81.3

3.6

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

令和５年度調査

（回答者数 = 261）

平成30年度調査

（回答者数 = 800）

回答者数 = 22 ％

対面

電話

メール

オンライン

自宅などへの訪問支援

その他

いずれの方法でも相談し
ない

無回答

36.4

45.5

31.8

13.6

9.1

4.5

9.1

9.1

0 10 20 30 40 50
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（３）あて名のお子さんの保護者の働く状況について 

問 17 お子さんのお母さんの現在の職業の雇用形態は、どれになりますか。 

（〇は１つ） 

「パート・アルバイト」の割合が 49.6％と最

も高く、次いで「正社員・正規職員」の割合が

23.8％、「働いていない」の割合が12.7％となっ

ています。 

平成 30 年度調査と比較すると、「働いていな

い」の割合が減少しています。 

（４）子育て支援について 

問 20 あなたは、子育てが楽しいですか。それとも辛いですか。 

（あてはまる番号に〇を１つ） 

「４」の割合が 32.2％と最も高く、次いで

「５ 楽しい」の割合が30.7％、「３」の割合が

26.4％となっています。 

％

正社員・正規職員

パート・アルバイト

契約社員・非正規職員

人材派遣会社からの派遣
社員

自営業・家業

その他の職業

働いていない

無回答

23.8

49.6

2.3

4.6

5.4

1.2

12.7

0.4

19.8

48.7

2.9

2.0

5.3

2.0

18.3

1.1

0 10 20 30 40 50

令和５年度調査

（回答者数 = 260）

平成30年度調査

（回答者数 = 759）

回答者数 = 261 ％

１　辛い

2

3

4

５　楽しい

無回答

1.5

7.3

26.4

32.2

30.7

1.9

0 20 40
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問 21 子育てをする中で、どのような支援、対策が有効だと思いますか。 

（〇は３つまで） 

「質の高い教育を受けられる環境を整備する」

の割合が 35.2％と最も高く、次いで「犯罪や事

故から子どもを守る体制を整備する」の割合が

31.8％、「子育てしやすい労働環境に向けて企業

への啓発を行う」の割合が 30.7％となっていま

す。 

回答者数 = 261 ％

子育てに関する相談体制を充
実する

ファミリー・サポート・セン
ターなど、地域住民による子
育て支援を充実する

子育て中の親や子どもが気軽
に集うことのできる場所、機
会を提供する

妊娠、出産、乳幼児健診など
の母子保健対策を充実する

質の高い教育を受けられる環
境を整備する

子育てしやすい労働環境に向
けて企業への啓発を行う

子どもへの虐待防止対策を充
実させる

働く状況にかかわらず誰でも
利用できる、民間の保育サー
ビスへの支援を行う

保育所、放課後児童クラブな
ど、働きながら子どもを預け
られる施設を増やす

子どもが安心して遊べる公園
などの施設を整備する

安心して子どもが医療機関を
利用できる体制を整備する

子育て世帯の公営住宅への優
先入居など、住宅面での配
慮、支援を行う

犯罪や事故から子どもを守る
体制を整備する

子育てに関する不安や負担、
孤立感に関する悩みの相談体
制を充実する

子どもの発達や障害に関する
相談体制を充実する

その他

無回答

10.3

5.7

11.5

7.3

35.2

30.7

5.7

19.2

11.5

22.2

23.8

4.2

31.8

9.2

8.0

11.1

6.1

0 20 40
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問 22 下記の行動は、「児童虐待」にあたると思いますか。（それぞれ〇は１つ） 

『６．子どもがいたずらをしたので、叩いて注意する』で「児童虐待の場合とそうでない場

合がある」の割合が高くなっています。 

問 23 あなたが、児童虐待について知っていることは何ですか。 

（あてはまるものすべてに〇） 

「児童虐待を受けたと思われる児童を発見し

た人は、速やかに通告する義務があること」の

割合が 81.2％と最も高く、次いで「通告は匿名

でもできること」の割合が55.2％、「虐待に関す

る相談窓口」の割合が 32.2％となっています。 

回答者数 = 261

１　子どもがしてはいけない行動を
　　とったので、外に長時間放置する

２　長時間、子どもを大きな声で
　　怒鳴る

３　子どもに季節や身体にあった服を
　　準備しない

４　子どもの目の前で配偶者やパート
　　ナーとけんかし、相手に暴言、暴
　　力を振るう

５　子どもが見られるようなところに
　　性的なメディアや雑誌などを置い
　　ておく

６　子どもがいたずらをしたので、叩
　　いて注意する

７　子どもの言動に全く注意や関心を
　　払わない

74.3

69.7

52.9

73.2

68.2

33.0

70.5

24.5

29.1

43.3

24.9

23.8

62.8

28.0

0.4

0.8

3.1

1.5

7.7

3.4

1.1

0.8

0.4

0.8

0.4

0.4

0.8

0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

どんな場合も児童虐待にあたる

児童虐待の場合とそうでない場合がある

児童虐待にはあたらない

無回答

回答者数 = 261 ％

児童虐待を受けたと思わ
れる児童を発見したは、
速やかに通告する義務が
あること

具体的な通告先

通告は匿名でもできる
こと

虐待に関する相談窓口

その他

いずれも知らない

無回答

81.2

26.1

55.2

32.2

0.0

8.4

0.4

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90
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問 24 あなたは、市の子どもに関する施策などの情報をどのような方法で受け取ってい

ますか。また、今後どのような方法で受け取りたいですか。 

(あてはまるものすべてに〇) 

Ｂ 今後、受け取りたい方法 

「市の広報やパンフレット」の割合が 49.8％

と最も高く、次いで「利用している幼稚園、保

育所、学校」の割合が46.7％、「川口市ホームペ

ージ」の割合が 36.0％となっています。 

回答者数 = 261 ％

市の広報やパンフレット

川口市ホームページ

川口市子育てガイドブッ
ク

市役所の窓口

利用している幼稚園、
保育所、学校

家族や知人からの情報

SNS

その他

無回答

49.8

36.0

11.9

5.0

46.7

15.7

33.0

1.9

8.8

0 10 20 30 40 50
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子ども・若者意識調査 

６ 小学生 

問６ あなたは、家や学校以外に「ここに居たい」と感じる居場所がほしいですか。 

（○は１つだけ） 

「はい」の割合が 50.3％と最も高く、次いで

「いいえ」の割合が31.0％、「わからない」の割

合が 16.5％となっています。 

問８ あなたは、ふだんの生活の中でイライラすること、「いやだなぁ」と不満に思うこ

と、「どうしよう？」と不安になることはありますか。（○は１つだけ） 

「ある」の割合が 62.7％と最も高く、次いで

「ない」の割合が 26.4％となっています。 

問８で「１．ある」と答えた方のみ、問９～問 10 の質問に回答してください。 

問９ それは、どんな理由によるものですか。（○はいくつでも） 

「友達のこと」の割合が 43.9％と最も高く、

次いで「親や家族のこと」の割合が40.8％、「勉

強・成績のこと」の割合が 39.8％となっていま

す。 

回答者数 = 3,543 ％

はい

いいえ

わからない

無回答

50.3

31.0

16.5

2.3

0 20 40 60

回答者数 = 3,543 ％

ある

ない

わからない

無回答

62.7

26.4

9.0

1.9

0 10 20 30 40 50 60 70

回答者数 = 2,222 ％

親や家族のこと

友達のこと

勉強・成績のこと

学校のこと

先生のこと

自分のこと（性格や体）

その他

無回答

40.8

43.9

39.8

27.7

10.9

33.2

6.0

5.9

0 10 20 30 40 50
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問 10 そんなときは、誰に相談しますか。（○はいくつでも） 

「親や家族」の割合が 46.3％と最も高く、次

いで「友達」の割合が37.1％、「誰にも相談しな

い」の割合が 32.6％となっています。 

問 21 子どもの権利の中で特に大切だと思うことはどれですか。（○は３つまで） 

「障がいのある子どもが差別されないこと」

の割合が 47.3％と最も高く、次いで「暴力や言

葉で傷つけられないこと」の割合が44.0％、「人

種や性別、宗教などで差別されないこと」の割

合が 42.2％となっています。 

回答者数 = 2,222 ％

親や家族

友達

先生

その他の人

誰にも相談しない

無回答

46.3

37.1

10.2

2.6

32.6

2.7

0 10 20 30 40 50

回答者数 = 3,543 ％

人種や性別、宗教などで
差別されないこと

障がいのある子どもが差
別されないこと

子どもが知りたいことを
隠されないこと

暴力や言葉で傷つけられ
ないこと

家族と仲良く一緒に過ご
す時間をもつこと

自分の考えを自由に言え
ること

人と違う自分らしさを認
められること

自分の秘密を守られるこ
と

自分のことを自分で決め
られること

自由な時間をもつこと

自由な呼び掛けでグルー
プを作り集まれること

必要な情報を知ること
や、参加する手助けを受
けられること

無回答

42.2

47.3

8.3

44.0

31.2

19.8

16.8

13.2

12.4

25.4

3.2

2.9

6.2

0 10 20 30 40 50
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問 23 あなたは、将来結婚したいと思いますか。（○は１つだけ） 

「思う」の割合が 47.6％と最も高く、次いで

「わからない」の割合が30.3％、「思わない」の

割合が 16.7％となっています。 

問 25 あなたが市役所に自分の考えを伝えるとしたら、どのような方法が良いと思いま

すか。（○はいくつでも） 

「職員に直接会って伝える」の割合が 41.8％

と最も高く、次いで「インターネットでのアン

ケートで伝える」の割合が26.2％、「メールで伝

える」の割合が 24.3％となっています。 

回答者数 = 3,543 ％

思う

思わない

わからない

無回答

47.6

16.7

30.3

5.4

0 10 20 30 40 50

回答者数 = 3,543 ％

職員に直接会って伝える

タブレットやスマート
フォンなどの画面越しで
職員に伝える

メールで伝える

ＳＮＳを通じて伝える

紙でのアンケートで伝え
る

インターネットでのアン
ケートで伝える

その他

わからない

無回答

41.8

24.1

24.3

11.1

22.4

26.2

1.0

14.7

3.6

0 10 20 30 40 50
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７ 中学生 

問６ あなたは、家や学校以外に「ここに居たい」と感じる居場所がほしいですか。 

（○は１つだけ） 

「はい」の割合が 49.1％と最も高く、次いで

「いいえ」の割合が28.6％、「わからない」の割

合が 19.7％となっています。 

問８ あなたは、ふだんの生活の中でイライラすること、「いやだなぁ」と不満に思うこ

と、「どうしよう？」と不安になることはありますか。（○は１つだけ） 

「ある」の割合が 70.7％と最も高く、次いで

「ない」の割合が 18.8％となっています。 

問８で「１．ある」と答えた方のみ、問９～問 10 の質問に回答してください。 

問９ それは、どんな理由によるものですか。（○はいくつでも） 

「勉強・成績のこと」の割合が 67.5％と最も

高く、次いで「友達のこと」の割合が 47.9％、

「親や家族のこと」の割合が 42.3％となってい

ます。 

回答者数 = 2,866 ％

はい

いいえ

わからない

無回答

49.1

28.6

19.7

2.6

0 10 20 30 40 50

回答者数 = 2,866 ％

ある

ない

わからない

無回答

70.7

18.8

8.1

2.3

0 20 40 60 80

回答者数 = 2,027 ％

親や家族のこと

友達のこと

勉強・成績のこと

学校のこと

先生のこと

自分のこと（性格や体）

その他

無回答

42.3

47.9

67.5

40.0

17.8

38.6

4.7

5.3

0 10 20 30 40 50 60 70
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問 10 そんなときは、誰に相談しますか。（○はいくつでも） 

「友達」の割合が 46.8％と最も高く、次いで

「親や家族」の割合が39.6％、「誰にも相談しな

い」の割合が 33.0％となっています。 

問 21 子どもの権利の中で特に大切だと思うことはどれですか。（○は３つまで） 

「障がいのある子どもが差別されないこと」

の割合が 43.5％と最も高く、次いで「暴力や言

葉で傷つけられないこと」の割合が41.1％、「人

種や性別、宗教などで差別されないこと」の割

合が 37.2％となっています。 

回答者数 = 2,027 ％

親や家族

友達

先生

その他の人

誰にも相談しない

無回答

39.6

46.8

10.2

2.2

33.0

3.4

0 10 20 30 40 50

回答者数 = 2,866 ％

人種や性別、宗教などで
差別されないこと

障がいのある子どもが差
別されないこと

子どもが知りたいことを
隠されないこと

暴力や言葉で傷つけられ
ないこと

家族と仲良く一緒に過ご
す時間をもつこと

自分の考えを自由に言え
ること

人と違う自分らしさを認
められること

自分の秘密を守られるこ
と

自分のことを自分で決め
られること

自由な時間をもつこと

自由な呼び掛けでグルー
プを作り集まれること

必要な情報を知ること
や、参加する手助けを受
けられること

無回答

37.2

43.5

9.4

41.1

20.6

29.5

25.6

12.3

16.2

29.1

3.5

4.1

5.5

0 10 20 30 40 50
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問 23 あなたは、将来結婚したいと思いますか。（○は１つだけ） 

「思う」の割合が 53.0％と最も高く、次いで

「わからない」の割合が28.9％、「思わない」の

割合が 13.9％となっています。 

問 25 あなたが市役所に自分の考えを伝えるとしたら、どのような方法が良いと思いま

すか。（○はいくつでも） 

「職員に直接会って伝える」の割合が 36.3％

と最も高く、次いで「インターネットでのアン

ケートで伝える」の割合が35.8％、「メールで伝

える」の割合が 31.1％となっています。 

回答者数 = 2,866 ％

思う

思わない

わからない

無回答

53.0

13.9

28.9

4.2

0 20 40 60

回答者数 = 2,866 ％

職員に直接会って伝える

タブレットやスマート
フォンなどの画面越しで
職員に伝える

メールで伝える

ＳＮＳを通じて伝える

紙でのアンケートで伝え
る

インターネットでのアン
ケートで伝える

その他

わからない

無回答

36.3

21.1

31.1

24.4

25.6

35.8

0.8

12.1

3.5

0 20 40
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８ 高校生 

問６ あなたは、ふだんの生活の中でイライラすること、「いやだなぁ」と不満に思うこ

と、「どうしよう？」と不安になることはありますか。（○は１つだけ） 

「ある」の割合が 78.6％と最も高く、次いで

「ない」の割合が 12.4％となっています。 

問６で「１．ある」と答えた方のみ、問７～問８の質問に回答してください。 

問７ それは、どんな理由によるものですか。（○はいくつでも） 

「勉強・成績のこと」の割合が 72.8％と最も

高く、次いで「友達のこと」の割合が 44.4％、

「学校のこと」の割合が 44.1％となっています。 

問８ そんなときは、誰に相談しますか。（○はいくつでも） 

「友達」の割合が 51.9％と最も高く、次いで

「親や家族」の割合が38.9％、「誰にも相談しな

い」の割合が 31.2％となっています。 

回答者数 = 412 ％

ある

ない

わからない

無回答

78.6

12.4

7.0

1.9

0 20 40 60 80

回答者数 = 324 ％

親や家族のこと

友達のこと

勉強・成績のこと

学校のこと

先生のこと

自分のこと（性格や体）

その他

無回答

38.6

44.4

72.8

44.1

21.9

40.4

6.8

3.7

0 20 40 60 80

回答者数 = 324 ％

親や家族

友達

先生

その他の人

誰にも相談しない

無回答

38.9

51.9

5.9

3.4

31.2

2.5

0 20 40 60
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問 19 子どもの権利の中で特に大切だと思うことはどれですか。（○は３つまで） 

「暴力や言葉で傷つけられないこと」の割合

が 49.0％と最も高く、次いで「人種や性別、宗

教などで差別されないこと」の割合が 36.9％、

「自分の考えを自由に言えること」の割合が

36.7％となっています。 

問 21 あなたは、将来結婚したいと思いますか。（○は１つだけ） 

「思う」の割合が 66.3％と最も高く、次いで

「わからない」の割合が17.7％、「思わない」の

割合が 14.1％となっています。 

回答者数 = 412 ％

人種や性別、宗教などで
差別されないこと

障がいのある子どもが差
別されないこと

子どもが知りたいことを
隠されないこと

暴力や言葉で傷つけられ
ないこと

家族と仲良く一緒に過ご
す時間をもつこと

自分の考えを自由に言え
ること

人と違う自分らしさを認
められること

自分の秘密を守られるこ
と

自分のことを自分で決め
られること

自由な時間をもつこと

自由な呼び掛けでグルー
プを作り集まれること

必要な情報を知ること
や、参加する手助けを受
けられること

無回答

36.9

28.4

17.0

49.0

19.7

36.7

21.8

12.1

21.8

24.8

0.5

4.9

4.9

0 10 20 30 40 50

回答者数 = 412 ％

思う

思わない

わからない

無回答

66.3

14.1

17.7

1.9

0 10 20 30 40 50 60 70
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問 23 あなたが市役所に自分の考えを伝えるとしたら、どのような方法が良いと思いま

すか。（○はいくつでも） 

「メールで伝える」の割合が 35.4％と最も高

く、次いで「インターネットでのアンケートで

伝える」の割合が34.7％、「職員に直接会って伝

える」、「ＳＮＳを通じて伝える」の割合が

32.5％となっています。 

回答者数 = 412 ％

職員に直接会って伝える

タブレットやスマート
フォンなどの画面越しで
職員に伝える

メールで伝える

ＳＮＳを通じて伝える

紙でのアンケートで伝え
る

インターネットでのアン
ケートで伝える

その他

わからない

無回答

32.5

19.4

35.4

32.5

20.1

34.7

0.7

9.2

3.9

0 20 40
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９ 若者 

（１）インターネット等について 

問７ あなたは、次のようなインターネットを介したトラブルに巻き込まれたことはあ

りますか。（○はいくつでも） 

「特にない」の割合が 72.9％と最も高くなっています。 

％

コンピュータウイルスに感
染してしまった

あやしいサイトにアクセス
し、個人情報が漏れてし
まった

インターネット上で誹謗中
傷を受けたり、嘘の情報を
流されたりした

他人に見られたくない写真
や情報をネット上に掲載さ
れた

画像などをアップロードし
て著作権侵害と言われた

他人に見られたくない恥ず
かしい写真を送るよう強く
言われた

勝手に個人情報を流された

その他

特にない

答えたくない

無回答

2.5

1.8

2.4

1.6

0.4

0.4

1.8

1.3

72.9

1.1

0.8

0 20 40 60 80
回答者数 = 974 ％

知らない人から誘われた

知らない人から連絡先を聞
かれた

知らない人に会って、怖い
思いをした

知らない人に会い、その時
は無事だったが、とても不
安になった

インターネット上でいじめ
を受けた

身近な人がインターネット
上でいじめを受けた

インターネット上のいじめ
に参加した

インターネット上で口論に
なった

インターネット上で脅すよ
うなことを言われた

あやしいメールに返信して
しまい、その後何度も迷惑
メールが来た

身に覚えのない料金の請求
が来た

ゲームで課金してしまい、
多額の支払い請求が来た

5.1

4.9

1.5

1.6

1.7

1.8

0.2

6.4

3.2

3.4

9.9

1.4

0 20 40 60 80
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（２）子育てについて 

問 14 あなたは、現在子どもがいますか。（○は１つ） 

「いる」の割合が10.1％、「いない」の割合が

89.3％となっています。 

【問 14 で「２．いない」に○をした方にお伺いします。】 

問 14－１ あなたは、いつかは子どもを持ちたいと思いますか。（○は１つ） 

「はい」の割合が69.3％、「いいえ」の割合が

30.2％となっています。 

【問 14－1 で「２．いいえ」に○をした方にお伺いします。】 

問 14－６ あなたが子どもを持ちたいと思わない理由を選んでください。 

（○はいくつでも） 

「経済的な不安」の割合が 63.9％と最も高く、

次いで「子育てに対する不安」の割合が 58.9％、

「自分の時間の充実」の割合が 47.9％となって

います。 

回答者数 = 974 ％

いる

いない

無回答

10.1

89.3

0.6

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

回答者数 = 870 ％

はい

いいえ

無回答

69.3

30.2

0.5

0 10 20 30 40 50 60 70

回答者数 = 263 ％

経済的な不安

子育てに対する不安

自分の時間の充実

夫婦で過ごす時間の確保

仕事・キャリアへの影響

健康上の理由

なんとなく

その他

無回答

63.9

58.9

47.9

16.7

24.0

11.8

16.0

13.7

0.4

0 10 20 30 40 50 60 70
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（３）小学生や中学生の頃の経験について 

問 15 あなたが小学生や中学生の時に、家庭で次のような経験をしたことはあります

か。（○はいくつでも） 

「自分の誕生日をお祝いしてくれたり、季節の行事を楽しんだりした」の割合が 87.2％と最

も高く、次いで「学校の行事があるときは見に来てくれた」の割合が 87.0％、「家族で一緒に出

掛けたり、何かに取り組んだりした（外出、運動、料理、地域の行事への参加など）」の割合が

80.8％となっています。 

％

家の手伝いをして感謝され
た

引越しや転校で、それまで
仲の良かった友達と離れた

やりたいことがあっても我
慢をすることが多かった

何でも自分一人で決めて、
家族に相談することはな
かった

自分や家族が大きな病気を
したり、事故にあったりし
た

家に自分の居場所はないと
感じていた

家では一人で食事するな
ど、一人で過ごす時間が長
かった

兄弟姉妹や他の家の子と比
較されることが嫌だった

親から自分の存在を否定す
るようなことを言われた

その他の印象的な経験

特にない

無回答

69.6

16.9

18.2

9.8

17.2

4.4

6.3

12.8

7.2

3.0

1.0

0.8

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90
回答者数 = 974 ％

家で勉強を見てもらった

毎日家族で一緒に食事をす
る機会があった

テレビを見る時間が決めら
れていた

家族から読書を勧められた
り、読んだ本の感想を話し
合ったりした

家族で一緒に出掛けたり、
何かに取り組んだりした
（外出、運動、料理、地域
の行事への参加など）

近所の人と家族ぐるみでつ
きあっていた

学校の行事があるときは見
に来てくれた

お金の価値や使い方につい
て教えてくれた

生活に当たって必要なこと
はなるべく自分でできるよ
うに教えてくれた

家族と一緒に過ごすことが
とても楽しいと感じた

つらい時や悲しい時に家族
が支えてくれたり、守って
くれたりした

自分の誕生日をお祝いして
くれたり、季節の行事を楽
しんだりした

62.6

78.7

15.4

21.9

80.8

36.2

87.0

48.3

47.3

56.7

57.3

87.2

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90
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（４）自分自身、普段の生活、悩みなどについて 

問 19 あなたが何でも話せる相手や、悩んでいるときに相談に乗ってくれる人（場所）

を教えてください。（○はいくつでも） 

「母親」の割合が63.8％と最も高く、次いで「学校時代の友達」の割合が29.6％、「父親」の

割合が 29.0％となっています。 

％

近所の友達

趣味の団体・グループなど
の仲間

交際相手

カウンセラー、精神科医

市町村の役所などの相談機
関の窓口

相談機関の電話相談

相談機関のＳＮＳ相談

相談機関のメール相談

インターネット上で知り
合った人、質問サイト、掲
示板

その他

誰（どこ）にも相談しな
い・相談できない

無回答

8.2

4.9

19.2

3.4

0.7

0.3

0.5

0.3

6.1

2.1

7.8

0.5

0 10 20 30 40 50 60 70
回答者数 = 974 ％

母親

父親

兄弟姉妹

祖父母、親戚

配偶者

自分の子ども

学校の先生

塾、予備校、習い事の先生

学校の友達

学校の先輩

学校時代の友達

職場の同僚

職場の上司や先輩

63.8

29.0

25.8

8.2

16.8

0.8

4.0

1.3

19.2

3.1

29.6

14.9

13.7

0 10 20 30 40 50 60 70
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【問 19 で「24．誰（どこ）にも相談しない・相談できない」に○をした方にお伺いします。】 

問 19－１ 相談しない・相談できない理由を教えてください。（○はいくつでも） 

「相談しても解決しないと思うから」の割合

が 39.5％と最も高く、次いで「相談相手がいな

いから」の割合が35.5％、「迷惑をかけてしまい

そうで申し訳ないから」、「自分で解決しようと

思うから」の割合が 34.2％となっています。 

回答者数 = 76 ％

相談相手がいないから

相談相手が信頼できないか
ら

相談した内容が漏れたら嫌
だから

人に自分の弱いところを見
せたくないから

誰かに頼ってはいけない気
がするから

迷惑をかけてしまいそうで
申し訳ないから

どこに相談したらよいかわ
からないから

相談するのにお金がかかり
そうだから

何を相談したらいいかわか
らないから

以前、相談して嫌な思いを
したから

相談しても解決しないと思
うから

自分で解決しようと思うか
ら

インターネット等で調べれ
ばどうしたらいいかわかる
から

自分の好きなことなどをし
て気晴らしをするから

その他

特にない

答えたくない

無回答

35.5

26.3

18.4

32.9

23.7

34.2

17.1

9.2

23.7

14.5

39.5

34.2

9.2

14.5

3.9

2.6

1.3

0.0

0 10 20 30 40
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問 27 あなたは、子どもや若者に対してどのような支援があるとよいと思いますか。

（○は３つまで） 

「生活や就学のための経済的援助」の割合が

58.4％と最も高く、次いで「低い家賃で住める

住宅（寮や下宿のようなところ）」の割合が

30.9％、「子どもを見守る地域のつながりや支え

合い」の割合が 24.7％となっています。 

回答者数 = 974 ％

子どもを見守る地域のつな
がりや支え合い

低い家賃で住める住宅（寮
や下宿のようなところ）

生活や就学のための経済的
援助

進路や生活についてなんで
も相談できるところ

心の悩みや気持ちについて
話を聞いてくれるところ

仲間と出会え、一緒に活動
できるところ

自然体験や集団遊びなど、
多様な活動機会の提供

地域における居場所の提供

読み書き計算などの基礎的
な学習への支援

企業などでの職場体験等の
機会

仕事に就けるようにするた
めの就労に関する支援

本格的な就労をする前の中
間的な就労場所の設置

困ったときには寄り添って
支援してくれるサポート体
制

その他

特にない

わからない

無回答

24.7

30.9

58.4

7.3

17.1

19.8

11.4

6.6

8.7

8.1

14.0

8.8

12.6

3.6

2.5

2.8

5.5

0 20 40 60
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問 28 次の事柄について、あなたはどう思いますか。 

（ア～オについてそれぞれ○は１つ） 

『イ 男女が協力して家事・育児を行うことが大切である』で「そう思う」と「どちらかと

いえばそう思う」を合わせた“そう思う”の割合が高くなっています。また、『ア 結婚して子

どもをもうけなければならないというプレッシャーを強く感じる』で「どちらかといえばそう

思わない」と「そう思わない」を合わせた“そう思わない”の割合が高くなっています。 

（５）将来について 

問 29 あなたは、自分の将来についてどう考えていますか。 

（ア～カについてそれぞれ○は１つ） 

『イ 将来のためにも、今頑張りたい』で「そう思う」と「どちらかといえばそう思う」を

合わせた“そう思う”の割合が高くなっています。また、『オ 自分の将来についてはまったく

考えていない』で「どちらかといえばそう思わない」と「そう思わない」を合わせた“そう思

わない”の割合が高くなっています。 

回答者数 = 974

ア　自分の将来に明るい希望を
　　持っている

イ　将来のためにも、今頑張り
　　たい

ウ　将来、一生懸命働きたい

エ　夢や目標を実現するために、
　　今何をしたらいいか考え、
　　行動している

オ　自分の将来については
　　まったく考えていない

カ　自分の将来について考えられ
　　る状況、余裕、時間がない

19.5

38.8

31.0

22.7

7.7

11.2

36.8

44.4

35.0

35.0

14.1

22.4

26.5

10.2

19.9

29.1

34.8

31.9

16.1

5.5

12.7

12.3

42.5

33.4

1.1

1.1

1.3

0.9

0.9

1.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない そう思わない

無回答

回答者数 = 974
ア　結婚して子どもをもうけ
　　なければならないという
　　プレッシャーを強く感じる

イ　男女が協力して家事・育児を
　　行うことが大切である

ウ　公共施設や商業施設などの受付
　　において、子連れの方向けの優
　　先レーンを設置したほうが良い
エ　子どもや子育てのために使うと
　　いうことであれば、税金が増え
　　てもやむを得ないと思う

オ　少子化対策は社会全体で取り
　　組むべき課題である

7.8

77.3

25.7

21.1

58.4

19.0

18.2

41.0

29.7

27.3

29.8

1.8

23.0

25.7

9.1

42.0

1.7

9.2

22.2

3.9

1.4

0.9

1.1

1.3

1.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない そう思わない

無回答
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問 30 夢を持つことについて、次の項目ごとにあなたの考えに最もあてはまるものをそ

れぞれお答えください。（ア～オについてそれぞれ○は１つ） 

『ア 夢や希望を持つことはかっこいいと思う』『イ 夢や希望に向かって頑張るということ

は大切なことだと思う』で「そう思う」と「ややそう思う」を合わせた“そう思う”の割合が

高くなっています。また、『エ 達成するのが難しい夢や希望は持つべきではない』『オ 夢や

希望を持ってもしかたがない』で「あまりそう思わない」と「全くそう思わない」を合わせた

“そう思わない”の割合が高くなっています。 

（６）川口市について 

問 32 あなたは、若者向けにどんな場所がもっと川口市にあればよいと思いますか。

（○は３つまで） 

「思いっきり身体を動かせる場所」の割合が

50.9％と最も高く、次いで「趣味仲間が自由に

集まれる場所」の割合が34.7％、「静かに勉強し

たり本が読める場所」の割合が 29.9％となって

います。 

回答者数 = 974

ア　夢や希望を持つことはかっこ
　　いいと思う

イ　夢や希望に向かって頑張ると
　　いうことは大切なことだと
　　思う

ウ　夢や希望を持つなら大きい
　　方がいいと思う

エ　達成するのが難しい夢や希望
　　は持つべきではない

オ　夢や希望を持ってもしかたが
　　ない

66.0

71.6

30.3

6.7

6.8

25.4

24.3

28.3

13.6

8.1

5.2

2.0

29.1

39.7

26.0

2.4

1.0

11.3

38.8

58.0

1.0

1.1

1.0

1.2

1.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

そう思う ややそう思う あまりそう思わない

全くそう思わない 無回答

回答者数 = 974 ％

大きな音（楽器演奏など）
を出してもよい場所

思いっきり身体を動かせる
場所

気軽におしゃべりできる場
所

自分の悩み相談に乗ってく
れる場所

趣味仲間が自由に集まれる
場所

インターネットが自由に使
える場所

静かに勉強したり本が読め
る場所

その他

無回答

23.9

50.9

24.7

17.7

34.7

17.1

29.9

6.3

5.1

0 20 40 60
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問 34 あなたは、川口市が取り組む青少年や若者の政策にどんなことを望みますか。

（○は３つまで） 

「経済的な困難を抱えている家庭を支援する」の割合が 42.2％と最も高く、次いで「放課後

などに気軽に行ける安全な居場所を提供する」の割合が 27.6％、「いじめや虐待などの悩みを相

談できる窓口を充実させ、支援する」の割合が 25.3％となっています。 

％

インターネットの適正な利
用について学ぶ機会を充実
させる

就職に向けた相談やサポー
ト体制を充実させる

性の悩み相談など、思春期
の子どもを支援する

結婚相談所や出会いの場の
提供など、若者が結婚しや
すい環境をつくる

ヤングケアラーの子どもた
ちを支援する

ニートや引きこもりに関す
る相談や支援を充実させる

妊娠・出産に向けた健康に
関する学習や受胎教育を受
けられること

特にない

無回答

16.9

13.7

5.6

8.2

17.1

5.0

15.2

5.3

6.6

0 10 20 30 40 50
回答者数 = 974 ％

青少年や若者が参加できる
イベントや意見を発表でき
る機会をつくり、情報を提
供する

地域活動や体験活動などの
社会参加を通じて、家庭・
学校・地域がともに青少年
を育成するまちづくりをす
る

青少年や若者中心のイベン
トやボランティアなどの自
主的な活動を支援する

子どもから大人まで、青少
年活動のリーダーとなる人
を養成する

経済的な困難を抱えている
家庭を支援する

いじめや虐待などの悩みを
相談できる窓口を充実さ
せ、支援する

放課後などに気軽に行ける
安全な居場所を提供する

多様な授業（国際交流等）
を取り入れるなど、学校教
育を充実させる

薬物やたばこなどの有害な
ものから子どもたちを守
り、非行や犯罪防止につと
める

7.4

13.0

7.6

4.6

42.2

25.3

27.6

12.9

14.9

0 10 20 30 40 50
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問 35 市の施策に対して自分の意見を言うとしたら、どのような方法で伝えたいと思い

ますか。（○はいくつでも） 

「アンケート（Web ）」の割合が 67.9％と最も

高く、次いで「ＳＮＳ」の割合が37.0％、「メー

ル」の割合が 26.3％となっています。 

回答者数 = 974 ％

対面（リアル）

対面（オンライン）

メール

ＳＮＳ

アンケート（紙）

アンケート（Web ）

市の審議会等への参加

その他

無回答

21.1

12.8

26.3

37.0

24.2

67.9

5.2

0.9

2.1

0 10 20 30 40 50 60 70
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